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第 １ 章

総 説
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１ 食肉衛生検査所の沿革

年 月 日 事 項

昭51. 3 第４次秋田県総合発展計画の中で､ 食肉衛生検査所の設置が明示された。

平 3. 2 秋田県新総合発展計画で、県北地区に食肉衛生検査所の設置が明示された。

平 8. 3.15 鹿角市八幡平字川部内川原62番地1に北部食肉衛生検査所庁舎が竣工した。

敷地面積 1,461.04 ｍ２ （北鹿食肉流通センター敷地内）

建 物 木造平屋建 581.985 ｍ２

総事業費 286,994千円

平 8. 4. 1 秋田県行政機関設置条例の一部改正によって秋田県北部食肉衛生検査所が設置

され、と畜に関する業務、食鳥処理に関する業務の一部（食鳥検査等）を分掌す

ることとなった。

所管区域 鹿角市・大館市・能代市・鹿角郡・北秋田郡・山本郡

管轄と畜場 北鹿食肉流通センター

平12. 4. 1 鹿角市・大館市・能代市・鹿角郡・北秋田郡・山本郡の食鳥処理に関する業務

のすべてが委任された。

秋田県行政組織規則及び秋田県事務決裁規程の一部改正により地方機関に班制

が導入され、管理・業務班、精密検査班が設置された。

平13.12. 6 ＢＳＥエライザ検査のためのＢＳＥ検査室が整備された。

平17. 1.11 中央食肉衛生検査所の廃止に伴い、秋田県食肉衛生検査所に名称を変更した。

秋田市を除く県内全域の食鳥処理に関する業務が委任された。

平19. 4. 1 と畜場等の衛生管理・指導を強化する目的で新たに管理・指導班を設置し、業

務班、精密検査班との３班体制となった。

平20. 1.30 北鹿食肉流通センターの設置許可の条件が改定され、１日の処理頭数が６００

頭から６５０頭（豚換算）に増頭となった。

平20. 4. 1 認定小規模食鳥処理場であった比内地鶏処理場の確認規程の廃止に伴い、当所

職員による食鳥検査が開始された。

平24. 6.15 北鹿食肉流通センターの設置許可の条件が改定され、１日の処理頭数が６５０

頭から７００頭（豚換算）に増頭となった。

平28. 5.13 株式会社本家比内地鶏が対香港輸出食肉処理場に選定された（食鳥肉）。

平28.10.14 北鹿食肉流通センターが対香港輸出と畜場に、株式会社ミートランドが対香港

輸出食肉処理場にそれぞれ選定された（豚肉）。

平29. 4. 1 班の再編により、管理・業務班、精密検査班の２班体制となった。

令 1. 5.29 株式会社ミートランドが対シンガポール輸出を取扱う施設に認定された旨の

厚生労働省通知を受理。

令 3. 4. 1 比内地鶏処理場が認定小規模食鳥処理場に変更したことに伴い、当所職員によ

る食鳥検査を終了した。
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２ 食肉衛生検査所の概要

所 在 地 秋田県鹿角市八幡平字川部内川原６２－１

敷地面積 １，４６１．０４ ㎡

建築構造 木造平屋建

床 面 積 ５８１．９８５ ㎡
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３ 組織機構

（令和4年4月1日現在）

生活環境部

生活衛生課

食肉衛生検査所

管理・業務班 精密検査班

４ 職員構成

（令和4年4月1日現在）

構成内訳 内 訳
職員数

獣医師 事務 その他 管理・業務班 精密検査班
吏員

所 長 １ １

次 長 １ １

主幹（兼）班長 １ １ １

副主幹（兼）班長 １ １ １

主 幹 １ １ １

副 主 幹 ３ ２ １ ３ (内事務1)

専 門 員 １ １ １

主 任 １ １ １

技 師 ２ ２ ２

会計年度任用職員 ２ ２ ２

計 １４ １１ １ ２ ６ ６

５ 食肉衛生検査所の業務

食肉衛生検査所は、主としてと畜及び食鳥検査に関する事務を所管する行政機関で、

業務のあらましは次のとおりである。

（１）食用に供する獣畜及び食鳥等の衛生的検査（と畜及び食鳥検査）に関すること。

（２）と畜場の衛生保持に関すること。

（３）と畜作業における衛生の保持に関すること。

（４）食肉及び食鳥肉等の衛生統計に関すること。

（５）食肉及び食鳥肉等の衛生に係わる調査研究に関すること。

（６）と畜場及び食鳥処理場内における食品衛生に関すること。
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６ 食肉衛生検査所長委任事項

（令和4年4月1日現在）

事務の種類 内 容

「と畜場法」 第７条第６項 衛生管理責任者等に係る届出の受理

に関する事務 第８条 衛生管理責任者の解任

第１０条第２項 作業衛生責任者の解任

第１３条第１項第１号 獣畜のとさつ又は解体に係る届出の受理

第１３条第３項 獣畜のとさつ又は解体に係る指示

第１４条第１項～第５項 獣畜のとさつ又は解体の検査

第１６条 とさつ解体等の禁止等の措置の執行

第１７条第１項 報告の徴収及び立入検査

第１８条第２項 と畜場業務の停止等

「と畜場法施行令」 第４条第２号 と畜場以外の場所での獣畜のとさつの許可

に関する事務 第５条第１項第１号～第３号 と畜場外への持ち出しの禁止の特例許可

第９条 検印の押印

「と畜場法施行 第３条第１項第７号 水道法に規定する水以外の水の年１回の水質検

規則」に関する 査と結果を証する書類の保存に係る指示

事務

「食品衛生法」 第２８条第１項 報告の要求、臨検検査及び収去

に関する事務 第３０条第２項 監視及び指導

第５９条 食品等の廃棄及び措置の命令

農林水産物及び 第１５条第２項 輸出証明書の発行

食品の輸出の促進に 第１７条第２項 適正施設の認定

関する法律 第１７条第４項 適正施設の認定要件の適合確認

第１７条第５項 適正施設の改善要求及び認定取り消し等

第３８条第２項 立入及び調査

第３８条第５条 輸出証明書の発行又は適合施設の認定

取り消し等
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事務の種類 内 容

「食鳥処理の事業 第３条 食鳥処理の事業の許可

の規制及び食鳥 第６条第１項 構造又は設備の変更の許可

検査に関する法 第６条第３項 申請書記載内容事項等の変更の届出の受理

律」に関する事務 第７条第２項 食鳥処理業者の地位の承継の届出の受理

第８条 事業の許可の取り消し等

第９条 食鳥処理場の整備改善の命令等

第１２条第６項 食鳥処理衛生管理者の配置等の届出の受理

第１３条 食鳥処理衛生管理者の解任の命令

第１４条 食鳥処理場の休廃止等の届出の受理

第１５条第１項～第３項 食鳥の検査

第１６条第１項 認定小規模食鳥処理業者の確認規程の認定

第１６条第２項 認定小規模食鳥処理業者の確認規程の変更の認

定

第１６条第６項 認定小規模食鳥処理業者に対する食鳥処理衛生

管理者の解任の命令

第１６条第７項 認定小規模食鳥処理業者の確認の状況の報告受

理

第１６条第８項 認定小規模食鳥処理業者の確認規定の廃止の届

出の受理

第１６条第９項 認定小規模食鳥処理業者に対する確認規程に関

する指導及び助言

第１７条第１項第４号 食肉販売業者の届出の受理

第２０条 廃棄等の措置の命令

第３７条第１項 報告の徴収

第３８条第１項 立入検査等
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７ と畜・食鳥検査等申請手数料

（令和4年4月1日現在）

種 別 区 別 一件の手数料 適 用

生後１年以上 1,200円 平成15年4月1日施行

牛 生後１ヶ月以上１年未満 700円 〃

生後１ヶ月未満 400円 〃

と畜検査手数料 生後１年以上 1,200円 〃
馬

生後１年未満 700円 〃

豚 400円 〃

めん羊・山羊 250円 〃

食鳥処理の事業の許可 19,000円 平成12年4月1日施行

食鳥処理事業 食鳥処理場の構造又は設備の変更許可 10,000円 〃

許可等手数料 確認規程の認定 5,500円 〃

確認規程の変更の認定 2,300円 〃

食鳥検査手数料 食 鳥 ５円 〃

１通につき 730円 平成 9年4月1日施行
文 書 料 証明書

２通目以上は１通増すごと 200円 昭和61年4月1日施行

８ 証明書交付申請件数

（令和3年4月1日～令和4年3月31日）

交 付 申 請 件 数 ２０

２通目以上の交付申請件数 ０

計 ２０

９ 食鳥処理事業関係申請件数

（令和3年4月1日～令和4年3月31日）

許可（認定） 変更許可（認定） 計

食鳥処理事業 ０ ０ ０

確 認 規 程 ０ ０ ０



第 ２ 章

と畜場及びと畜検査





１　と畜場の概要

  （令和4年4月1日現在）

名 称   北鹿食肉流通センター   

と 畜 場 番 号   ３

所 在 地   鹿角市八幡平字外川原３１番地１

  株式会社　ミートランド
    代表取締役社長　廣岡誠二

  平成８年３月１日
  指令環－１６５８ 

と さ つ 解 体 能 力   豚換算　７００頭／日

  牛・馬等枝肉 　１２頭分

  豚枝肉　    １，１０４頭分

  牛・馬部分肉    ３頭分／日

  豚部分肉    　６５０頭分／日

  牛・馬等部分肉　２．５ｔ

  豚部分肉       ９４．５ｔ

  嫌気好気二段酸化方式活性汚泥法
  ７８０ ㎥／日

廃 棄 物 焼 却 能 力   １２０ kg／hr

    豚換算は、牛及び馬(１年以上)の各１頭を豚３頭分として換算。

○ 開場日数

令和３年度 ２４９日 （内休日開場 ７日）

令和２年度 ２５０日 （内休日開場 ７日）

令和元年度 ２４７日 （内休日開場 ７日）

平成30年度 ２５０日 （内休日開場 ６日）

設 置 者

設 置 許 可

枝 肉 冷 蔵 能 力

部 分 肉 加 工 能 力

部分肉冷蔵保管能力

汚水 浄化 装置 能 力
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２　と畜検査の流れ

獣畜搬入

と畜検査の申請受理

係  留

【 判 定 】

   ・生 体 検 査
(不合格の場合)

×とさつ禁止

（精密検査）

【 判 定 】

  ○合　　格　　 ×解体禁止
  ○部分廃棄　　 ×全部廃棄

検 印

出    荷

※ＴＳＥ検査：伝達性海綿状脳症検査

とさつ・解体
(特定部位除去)

   ・解体前検査

   ・解体後検査
      内臓検査
      頭部検査
      枝肉検査 等

     細菌検査
     理化学検査
     病理検査　

ＴＳＥ検査
※

（牛･めん羊･山羊）

   枝　  肉
   内 臓 肉 等
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３　獣畜別・月別と畜検査頭数

１ヶ月
以　上

１ヶ月
未　満

１年
以上

１年
未満

４ 10,946 10,946 10,946 

５ 9,607 9,607 9,607 

６ 10,856 10,856 10,856 

７ 10,047 10,047 10,047 

８ 9,896 9,896 9,896 

９ 10,082 10,082 10,082 

１０ 9,844 9,844 9,844 

１１ 11,224 11,224 11,224 

１２ 10,845 10,845 10,845 

１ 10,709 10,709 10,709 

２ 9,345 9,345 9,345 

３ 11,165 11,165 11,165 

計 124,566 124,566 124,566 

２年度 133,484 133,484 133,484 

元年度 131,419 131,419 131,419 

30年度 121,782 121,782 121,782 

豚換算は、牛及び馬(１年以上)の各１頭を豚３頭分として換算。

（令和3年4月1日～令和4年3月31日）

と　く 馬　畜種

 月　　
牛 豚 めん羊 山羊 計

豚換算に
よる頭数

- 9 -



４　と畜検査の結果に基づく措置状況

炭

疽

豚

丹

毒

サ

ル

モ

ネ

ラ

病

結

核

病

ブ

ル

セ

ラ

病

破

傷

風

放

線

菌

病

そ

の

他

豚

熱

そ

の

他

とさつ禁止

全部廃棄

一部廃棄

とさつ禁止

全部廃棄

一部廃棄

とさつ禁止

全部廃棄

一部廃棄

とさつ禁止

全部廃棄 82 0.1 1 1

一部廃棄 40,774 32.7 

とさつ禁止

全部廃棄

一部廃棄

とさつ禁止

全部廃棄

一部廃棄

とさつ禁止

全部廃棄 82 0.1 1 1

一部廃棄 40,774 32.7 

疾　　　病　　　別　　　処　　  分　　  件  　　数

細　　菌　　病
ｳｲ ﾙ ｽ ･ ﾘ
ｹ ｯ ﾁ ｱ病

畜　
　

種

検
査
頭
数

措
置
区
分

処
分
実
頭
数

処
分
実
頭
数
の
割
合
（
％
）

検
査
頭
数
に
対
す
る

牛 0 

と
く

0 

馬 0 

豚124,566 

め
ん
羊

0 

山
羊

0 

計124,566 
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（令和3年4月1日～令和4年3月31日）

ト
キ
ソ
プ
ラ
ズ
マ
病

そ

の

他

の

う

虫

病

ジ

ス

ト

マ

病

そ

の

他

膿

毒

症

敗

血

症

尿

毒

症

黄

疸

水

腫

腫

瘍

中

毒

諸

症

炎
症
ま
た
は
炎
症
産

物

に

よ

る

汚

染

変

性

又

は

萎

縮

そ

の

他

61 11 1 4 1 2 82

3 795 4 49,005 2,067 7,707 59,581

61 11 1 4 1 2 82

3 795 4 49,005 2,067 7,707 59,581

疾　　　病　　　別　　　処　　  分　　  件  　　数

原虫病 寄生虫病 そ　の　他　の　疾　病

計
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５　病類別疾病発現状況

（令和3年4月1日～令和4年3月31日）

牛 とく 馬 子馬 豚 めん羊 山羊

124,566 

膿毒症 61 

敗血症 11 

尿毒症

黄疸（高度） 1 

水腫（高度） 4 

腫瘍（全身性） 1 

炎症（全身性） 2 

筋肉変性(全身性)

熱性諸症

豚丹毒 1 

豚赤痢 1 

82 

腹膜炎 3,058 

小腸炎 647 

大腸炎 4,349 

腸炎 87 

胃炎 11 

胃潰瘍

直腸狭窄 43 

腸気泡症 2 

メッケル憩室 1 

直腸脱 2 

腸間膜リンパ嚢腫 232 

腸捻転 2 

腸重積 3 

腸間膜脂肪水腫 16 

その他の胃病変 1 

その他の大腸病変 1 

その他の小腸病変

間質性肝炎 2,109 

肝包膜炎 1,379 

実質性肝炎 9 

肝硬変 4 

脂肪肝 376 

肝変性 1,470 

肝壊死

髄外造血遺残

肝捻転

肝富脈斑

肝嚢胞

肝出血 8 

畜　　種

検査頭数

小　　計

と
さ
つ
禁
止
・
全
部
廃
棄
対
象
疾
病

消　

化　

器　

系
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牛 とく 馬 子馬 豚 めん羊 山羊畜　　種

うっ血肝 29 

肝奇形

その他の肝臓病変 4 

胆管炎

胆管結石

膵炎

膵臓周囲水腫 21 

膵壊死 1 

その他の膵臓病変

その他の食道病変 1 

13,866 

心外膜炎 1,906 

心内膜炎 1 

心筋炎

心弁膜炎 507 

心冠脂肪水腫 24 

心弁膜血腫 105 

心肥大 87 

心筋梗塞

心内膜出血

心外膜出血

心筋出血 1 

心筋線維化 11 

心筋壊死

心筋変性 17 

その他の心臓病変

脾出血性梗塞 20 

脾結節性増生

巨脾症 2 

脾出血 2 

脾捻転 31 

脾血腫 20 

脾萎縮 2 

脾うっ血 72 

その他の脾臓病変

2,808 

肺炎 18,931 

胸膜炎 9,024 

肺水腫 136 

肺出血 2 

肺気腫

その他の肺病変 1 

その他の気管・気管支病変

28,094 

腎炎 609 

腎盂腎炎

小　　計

小　　計

小　　計

循
 
環
 
器
 
系

呼
吸
器
系
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牛 とく 馬 子馬 豚 めん羊 山羊畜　　種

腎萎縮 55 

腎臓周囲脂肪水腫 3 

腎嚢胞 1,839 

腎脂肪変性

腎梗塞 348 

腎結石

腎欠損 8 

遊走腎 5 

水腎症

腎低形成 16 

腎出血 9 

腎盂拡張 259 

その他の腎臓病変

膀胱炎 184 

膀胱結石 27 

その他の膀胱病変

尿管水腫 14 

その他の尿道病変

陰睾（腹腔内精巣） 3 

睾丸炎

その他の子宮病変 6 

子宮内膜炎 16 

子宮蓄膿症 4 

卵巣嚢腫 89 

膣脱

半陰陽

妊娠子宮 19 

産後子宮 5 

子宮脱

卵巣血腫

その他の卵巣病変

3,518 

筋炎 26 

筋肉変性 138 

筋間水腫 39 

筋肉出血 647 

筋壊死

その他の筋肉病変 1 

関節炎 522 

骨折 168 

脱臼

脊柱変形症 8 

その他の骨・軟骨病変 1 

1,550 

皮膚炎

乳腺炎

小　　計

小　　計

泌
 
尿
 
器
 
・
 
生
 
殖
 
器
 
系

運
動
器
系
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牛 とく 馬 子馬 豚 めん羊 山羊畜　　種

皮下水腫 542 

皮下出血（血腫） 3,060 

褥瘡 1 

火傷 1 

その他の皮膚病変

3,604 

腸結節虫症

肝蛭症

肝ジストマ

馬蠅幼虫

馬円虫

その他の寄生虫病変

肺腫瘍

肝臓腫瘍 1 

腎臓腫瘍

卵巣腫瘍

筋肉腫瘍

メラノーマ

頭部腫瘍 1 

リンパ肉腫 2 

その他の腫瘍性病変

4 

抗酸菌症 549 

脂肪壊死

異所化骨 49 

異所骨形成 9 

黄疸（軽度） 3 

メラノーシス 8 

リポフスチン沈着症 1 

アミロイド変性

ヘルニア 225 

頭部外傷 97 

その他の頭部病変 45 

その他の舌病変

外傷 79 

膿瘍 5,072 

6,137 

59,581 

59,663 

小　　計

小　　計

小　　計

小　　計

一部廃棄計

合　　　計

寄
生
虫
病

皮
膚
系

腫　

瘍

そ
 
の
 
他
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６　精密検査実施状況

  （１）豚

（令和3年4月1日～令和4年3月31日）

直
接
鏡
検

一
般
培
養

同
 
定

そ
の
他

血
液
検
査

細
胞
診

組
織
検
査

そ
の
他

血
液
検
査

尿
検
査

そ
の
他

合
 
 
格

と
さ
つ
禁
止

全
部
廃
棄

一
部
廃
棄

豚丹毒 1 4 18 22 1

豚赤痢 1 1 4 9 2 8 24 1

敗血症 11 84 171 532 787 11

膿毒症 1 5 20 25 1

全身性の炎症 2 5 27 14 46 2

高度の黄疸 1 1 1 1

抗酸菌症 1 3 3 1

肺膿瘍 1 2 2 1

肉芽腫性心内
膜炎

1 4 4 1

腎炎 5 2 2 2 24 30 5

大腸炎 6 6 7 11 24 6

肝変性 2 11 11 2

リンパ腫 4 5 25 30 1 3

計 37 93 198 619 7 91 1 1,009 18 19

細菌検査 病理検査 理化学検査 措置(実頭数)

病症名

実
 
頭
 
数

寄
生
虫
原
虫
検
査

残
留
抗
菌
性
物
質
検
査

そ　
　

の　
　

他

精
密
検
査
合
計
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（２）調査研究

（令和3年4月1日～令和4年3月31日）

直
接
鏡
検

一
般
培
養

同　

定

そ
の
他

血
液
検
査

細
胞
診

組
織
検
査

そ
の
他

血
液
検
査

尿
検
査

そ
の
他

豚の寄生虫侵淫調査 20 20 20

SPF農場における正常
豚の放血血液性状

70 1,202 1,202

E scherichia albertii 保
菌状況調査

160 5 531 172 708

計 250 5 531 172 1,202 20 1,930

（３）衛生指導関係

（令和3年4月1日～令和4年3月31日）

直
接
鏡
検

一
般
培
養

同　

定

そ
の
他

豚枝肉汚染実態検査
（切除法;胸部）

60 420 20 440

計 60 420 20 440

細菌検査 病理検査 理化学検査

細菌検査

調査研究名

検
 
体
 
数

寄
生
虫
原
虫
検
査

残
留
抗
菌
性
物
質
検
査

そ　
　

の　
　

他

計

調査研究名

検
査
頭
数
・
検
体
数

そ　

の　

他

計
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７　残留動物用医薬品モニタリング検査

牛 豚 牛 豚 牛 豚 牛 豚

17 8 23 8

  残留抗生物質簡易検査 34 16 46 16

オキシテトラサイクリン 17 8 23

クロルテトラサイクリン 17 8 23

テトラサイクリン 17 8 23 16

ﾘﾝｺﾏｲｼﾝ系 リンコマイシン 34 16 46

ﾏｸﾛﾗｲﾄﾞ系 チルミコシン 34 16 46

βﾗｸﾀﾑ系 アンピシリン

スルファニルアミド

スルファチアゾール 34 16 46

スルファキノキサリン

スルファジアジン 17 8 23

スルファジミジン 34 16 46 16

スルファジメトキシン 17 8 23 16

スルファメトキサゾール 16

スルファメトキシピリダジン 17 8 23 16

スルファメラジン 17 8 23 16

スルファモノメトキシン 17 8 23 16

スルファグアニジン

スルフィソミジン 16

スルファピリジン 17 8 23 16

ジアベリジン 34 16 46

スルフイソゾール

スルファドキシン

スルファトロキサゾール 17 8 23

スルファエトキシピリダジン 17 8 23

スルフィソキサゾール 17 8 23 16

スルファベンズアミド 34 16 46 16

ｽﾙﾌｧﾌﾞﾛﾓﾒﾀｼﾞﾝﾅﾄﾘｳﾑ 16

スルファニトラン

スルファセタミド

スルファメトキシジアジン 17 8 23 16

スルファクロルピリダジン

マルボフロキサシン 17 8 23 16

ノルフロキサシン

オフロキサシン

エンロフロキサシン 16

シプロフロキサシン

ダノフロキサシン 34 16 46 16

オルビフロキサシン 16

サラフロキサシン 17 8 23

「畜水産食品の残留有害物質モニタリング検査実施要領」（令和3年4月28日付け厚生労働省医薬･
生活衛生局食品基準審査課長､食品監視安全課長通知）に基づき実施。

年　　　度 ３年度 ２年度 元年度 30年度

畜　　　種

検査実頭数

ﾃﾄﾗｻｲｸﾘﾝ
系

抗
生
物
質

合　

成　

抗　

菌　

剤

サ
ル
フ
ァ
剤

　
　

ニ
ュ
ー
キ
ノ
ロ
ン
系
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ジフロキサシン 17 8 23 16

ミロキサシン

オキソリニック酸 17 8 23 16

ナリジクス酸 17 8 23

フルメキン 17 8 23 16

ピロミド酸 16

オルメトプリム 16

トリメトプリム 17 8 23 16

ピリメタミン 17 8 23 16

チアムリン 17 8 23 16

フロルフェニコール

2-アセチルアミノ-5-ニトロチアゾール 16

クロルスロン 8 23

アレスリン

ファムフール 17 8 23

フェノブカルブ

トリクロルホン 16

エマメクチンB1a

テメホス

鎮静剤 キシラジン

成長促進剤 クレンブテロール 16 46

0 663 0 336 0 966 0 448

0 0 0 0 0 0 0 0

検査件数合計

陽   性   数

　○検査部位
    　筋肉(横隔膜筋)、腎臓
　○検査法
   　 残留抗生物質簡易検査：「畜水産食品中の残留抗生物質簡易検査法(改訂)」(平成6年7月1日衛乳
    　                      第107号厚生省通知)による検査
　　　残留抗生物質簡易検査以外：LC/MS による一斉分析

キ
ノ
ロ
ン
系

寄生虫用剤

殺
虫
剤
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８　伝達性海綿状脳症スクリーニング検査 

　平成24年度以降、｢牛海綿状脳症に関する検査の実施について｣（平成13年
10月16日食発第307号厚生労働省通知）に基づく伝達性海綿状脳症スクリーニ
ング検査の実績は、牛、めん羊、山羊全て無し。

（備考）
・牛は平成13年10月18日から、めん羊・山羊は平成17年10月1日から検査を実
施。
・平成17年8月1日から、牛の対象月齢が21ヶ月齢以上に改正。
  20ヶ月齢以下の牛の検査は、同日から「牛海綿状脳症対策特別措置法第７
条第１項の規定に基づき厚生労働省令で定められた月齢に満たない牛のＢＳ
Ｅ検査について」（平成17年7月28日秋田県生活環境文化部長通知）に基づき
実施。
・平成25年4月1日から、牛の対象月齢が30ヶ月齢超に改正。
・平成25年7月1日から、牛の対象月齢が48ヶ月齢超に改正。
  同日、「牛海綿状脳症対策特別措置法第７条第１項の規定に基づき厚生労
働省令で定められた月齢に満たない牛のＢＳＥ検査について」（平成17年7月
28日秋田県生活環境文化部長通知）が廃止。
・平成28年6月1日から、めん羊・山羊の対象月齢が撤廃され、臨床症状が見
られるものについて実施。
・平成29年4月1日から、牛の対象年齢が撤廃され、24か月齢以上の神経症状
等を示す牛について実施。

※牛肉中の放射性物質検査実施のため、平成23年8月以降秋田県内での牛のと
畜処理を秋田市管轄のと畜場１カ所で行っており、同月以降当所での牛のと
畜検査の実績無し。
　なお、「令和2年度秋田県における農畜産物の放射性物質検査方針」（令和
2年4月1日秋田県農林水産部農業経済課）により、これまでの検査（牛肉：全
頭検査）において基準を超える放射性物質は検出されていないことから、令
和元年度をもって検査を終了。
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第 ３ 章

食鳥処理場及び食鳥検査





１　認定小規模食鳥処理場
　（１）認定小規模食鳥処理場一覧

（令和4年3月31日現在）

No. 名　　称 所　在　地
令和３年度
確認羽数

処理形態

1 比内地鶏処理場
大館市比内町大葛字芦内口道
下69

171,945 イ、ロ

2 錦木ワークセンター
鹿角市十和田錦木字下屋布
25-2

8,584 イ、ロ

3 秋田三鶏実業 大館市雪沢楢の木岱72－3 24,463 〃

4 白沢通園センター 大館市白沢字白沢851 4,752 〃

5 山岡精肉店 大館市桂城46 925 ロ

6
有限会社
秋田高原フード

北秋田市米内沢字大野岱
77－4

38,727 イ、ロ

7

JA全農北日本くみあい飼料
株式会社
たかのす事業所
秋田比内地鶏加工センター

北秋田市川井字漣岱72 132,883 〃

8 愛生園 北秋田市上杉字金沢246 463 〃

9
(有)ライフページアオ
イ

能代市字臥竜山39－3 2,061 〃

10 児玉畜産
山本郡三種町鹿渡字長信田家
後3－1

1,464 〃

11 森田畜産
山本郡三種町豊岡金田字石持
111

0 〃

12 池内鶏肉処理場 山本郡三種町森岳字山口6－2 1,226 〃

13 比内どり食品有限会社 南秋田郡井川町坂本字飛塚23 67,881 〃

14
(有)須田商事
食鳥処理場

由利本荘市川口字八幡前
73－1

152 〃

15
東由利
フランス鴨生産組合

由利本荘市東由利老方
字吉野21－1

3,561 〃

16 三和精肉店 仙北郡美郷町鑓田字庚塚38 2,276 〃

17
株式会社田園
食鳥処理場

横手市雄物川町東里字松木93
－2

7,821 〃

18 八郎潟町マガモ販売 南秋田郡八郎潟町字川口
431-20

420 〃

※令和３年度廃止処理場

名　　称 所　在　地
令和３年度
確認羽数

処理形態

舛屋養鶏 能代市常盤字小屋見沢72 76 イ、ロ

(有)安保農場
山本郡三種町志戸橋字割道
464-2

0 〃

伊藤鶏肉店 由利本荘市中竪町7－14 110 〃

＊処理形態（食鳥処理の事業の規制及び食鳥検査に関する法律第2条第5項）

　イ　食鳥をとさつし、及びその羽毛を除去すること。

　ロ　食鳥とたいの内臓を摘出すること。
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　（２）処分等措置状況

（令和4年3月31日現在）

許
可
取
消
命
令

事
業
禁
止
命
令

事
業
停
止
命
令

整
備
改
善
命
令

そ
の
他

無
許
可
事
業

そ
の
他

令和３年度 18 11 12 3

令和２年度 21 26 22 1 4

令和元年度 24 32 25 3

平成30年度 27 25 23 2

平成29年度 29 26 27 1 1

※１　法第38条に基づく立入検査の件数

※２　法第16条第９項に基づく助言・指導の件数で、立入検査の内数

　（３）食鳥処理衛生管理者配置状況

令和３年度

令和２年度

令和元年度

平成30年度

平成29年度

　（　）は、当該年度の食鳥処理衛生管理者配置届出の人数（内数）

処分件数 告発件数

大学・旧制大学又は
旧制専門学校で下記
の課程を修めて卒業
した者

獣医学 畜産学

45(0) 45

50(6) 50

62(0) 62

66(0) 66

69(1) 69

施
設
数

(

年
度
末

)

立
入
検
査

(

※
1

)

指
導
・
助
言

(

※
2

)

事
業
の
許
可

変
更
の
許
可

廃　
　

止

休　
　

止

再　
　

開

獣医師

指定養
成施設
を修了
した者

 指定講
 習会を
 修了し
 た者

計
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２　食鳥処理確認状況

　（１）食鳥確認羽数及び確認の結果に基づく措置状況

（令和3年4月1日～令和4年3月31日）

ブロイラー 成 鶏 あひる 七面鳥 合 計

462,239 
(460,963)

187 
(187)

2,137 
(2,137)

1,978 
(1,978)

407 
(407)

89 
(89)

429 
(429)

2,731 
(2,579)

2,496 
(2,496)

確認羽数 286,067 3,397 4,713 1 294,178 

全部廃棄 4,772 0 1 0 4,773 

一部廃棄 651 30 19 0 700 

確認羽数 318,251 4,219 5,912 6 328,388 

全部廃棄 3,420 0 15 0 3,435 

一部廃棄 1,936 71 0 0 2,007 

確認羽数 318,736 6,213 5,183 16 330,148 

全部廃棄 3,035 1 11 0 3,047 

一部廃棄 3,252 60 10 0 3,322 

確認羽数 318,843 7,018 6,948 7 332,816 

全部廃棄 3,499 0 17 0 3,516 

一部廃棄 4,238 86 26 3 4,353 

(　) 内の数字は比内地鶏の羽数（内数）

　　　　　　　　  種 類
 項 目

確認羽数 3,396 4,155 469,790 

生体の状況 廃  棄 4 191 

体表の状況

全部廃棄 2,137 

一部廃棄 1,978 

体壁内側面
の状況

全部廃棄 407 

内臓の状況

当該臓器
のみ廃棄

15 104 

内臓全部
廃    棄

5 434 

 廃棄羽数
 の 合 計

全部廃棄 0 4 0 2,735 

一部廃棄 20 0 0 2,516 

 令和２年度

 令和元年度

平成30年度

平成29年度

異
常
の
有
無
の
確
認
措
置
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３　残留動物用医薬品モニタリング検査

３年度 ２年度 元年度 30年度

12 19 16 17 

  残留抗生物質簡易検査 24 38 32 33 

オキシテトラサイクリン 12 19 14 

クロルテトラサイクリン 12 19 14 

テトラサイクリン 12 19 14 

ﾘﾝｺﾏｲｼﾝ系 リンコマイシン 24 38 28 

ﾏｸﾛﾗｲﾄﾞ系 チルミコシン 12 19 14 

βﾗｸﾀﾑ系 アンピシリン

スルファニルアミド

スルファチアゾール 12 19 14 

スルファキノキサリン

スルファジアジン 24 38 28 

スルファジミジン 12 19 14 33 

スルファジメトキシン 12 19 14 33 

スルファメトキサゾール 12 19 14 33 

スルファメトキシピリダジン 12 19 14 33 

スルファメラジン 12 19 14 

スルファモノメトキシン 12 19 14 33 

スルファグアニジン

スルフィソミジン 33 

スルファピリジン 24 38 28 

ジアベリジン 24 38 28 33 

スルフイソゾール

スルファドキシン 12 19 14 33 

スルファトロキサゾール 24 38 28 33 

スルファエトキシピリダジン 33 

スルフィソキサゾール 24 38 28 33 

スルファベンズアミド 24 38 28 33 

ｽﾙﾌｧﾌﾞﾛﾓﾒﾀｼﾞﾝﾅﾄﾘｳﾑ 12 19 14 33 

スルファニトラン 12 19 14 

スルファセタミド

スルファメトキシジアジン 12 19 14 33 

スルファクロルピリダジン

マルボフロキサシン 12 19 14 33 

ノルフロキサシン 33 

オフロキサシン

エンロフロキサシン

シプロフロキサシン 33 

「畜水産食品の残留有害物質モニタリング検査実施要領」（令和3年4月28日付け厚生労働省医薬･
生活衛生局食品基準審査課長､食品監視安全課長通知）に基づき実施。

年　　度

検査羽数

ﾃﾄﾗｻｲｸﾘﾝ系抗
生
物
質

合　

成　

抗　

菌　

剤

サ
ル
フ
ァ
剤

　
　

ニ
ュ
ー　
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ダノフロキサシン 12 19 14 33 

オルビフロキサシン 24 38 28 33 

サラフロキサシン 12 19 14 33 

ジフロキサシン 12 19 14 33 

ミロキサシン

オキソリニック酸 12 19 14 

ナリジクス酸 24 38 28 

フルメキン

ピロミド酸 33 

オルメトプリム 24 38 28 33 

トリメトプリム 24 38 28 33 

ピリメタミン 24 38 28 33 

チアムリン 12 19 14 33 

フロルフェニコール 12 19 14 

2-アセチルアミノ-5-ニトロチアゾール 33 

クロルスロン 19 14 33 

アレスリン

ファムフール 12 19 14 

フェノブカルブ

トリクロルホン 12 19 14 33 

エマメクチンB1a

テメホス

鎮静剤 キシラジン 12 19 14 

成長促進剤 クレンブテロール 12 14 

612 1,000 746 990 

0 0 0 0 

検査件数合計

陽   性   数

○検査部位
    筋肉(もも肉)、腎臓
○検査法
    残留抗生物質簡易検査：「畜水産食品中の残留抗生物質簡易検査法(改訂)」(平成6年7月1日
                          衛乳第107号厚生省通知)による検査
　　残留抗生物質簡易検査以外：LC/MS による一斉分析

キ
ノ
ロ
ン
系

寄生虫用剤

殺
虫
剤

 
キ
ノ
ロ
ン
系
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第 ４ 章

衛 生 指 導 等
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１ と畜場等の監視指導

（１）と畜場及び食肉処理施設

と畜場管理者が作成した衛生管理計画及び手順書並びに施設の衛生管理の実施状況

を確認し、衛生管理の検証を行った。

監視等件数： ２８件

（２）汚水処理施設

汚水処理施設の維持管理状況把握のため、と畜場管理者が毎月実施している排水の

自主検査の結果を確認した。

（３）細菌汚染調査

枝肉の切除検査を実施し、と畜場管理者における適切な衛生管理の検証を行った。

（令和３年度）

検 体 名 検 査 頭 数

枝 牛 0

肉 豚 60

そ の 他 0

計 60

２ 食鳥処理場の監視指導

食鳥処理場について、関係法令に基づく食鳥肉の適正処理及び施設設備の衛生管理等

の徹底を図るため、年度当初に年間の食鳥処理場立入検査計画を策定のうえ、食鳥処理

場及び関係施設の立入検査を実施した。

立入検査件数 （※第３章１-(２)再掲）

認定小規模食鳥処理場 立入施設数１１ 指導・助言数１２

３ 衛生講習会の実施状況

衛生知識の向上のため、と畜場及び食鳥処理場関係者を対象に講習会の実施を予定

していたが、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため中止した。
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４ 実習及び研修等受入状況

（令和３年度）

月 日 実習及び研修名 人数 対 象 実施場所

７月８日 職場体験学習 １名 鹿角市立十和田 検査所

中学校２年生

７月１４日 職場体験学習 ２名 秋田県立花輪高 検査所

校２年生

５ 検査結果の還元

と畜場設置者及び各生産者に、毎月のと畜検査の措置状況について情報を還元した。

また、検査結果に関する個別の問合せにも随時対応した。



第 ５ 章

輸 出 肉 関 係





１　輸出豚肉関係

　（１）対香港輸出

対香港輸出豚肉を取り扱う選定施設

選定施設
固有記号
Est. No.

選定日

ＡＫＭＥ
平成28年
10月14日

ＡＫＭＣ
平成28年
10月14日

検査証明書発行件数（対香港輸出豚肉）

重量(kg)

0.0

13,653.6

20,011.3

16,575.1

3,049.0

140.6

　（２）対シンガポール輸出

対シンガポール輸出豚肉を取り扱う選定施設

施設番号
Est.No.

認定日

ＡＫ－１ 令和元年5月

衛生証明書発行件数（対シンガポール輸出豚肉）

重量(kg)

0.0

19,484.1

7,473.6

名称
Name

所在地
Address

北鹿食肉流通センター
Hokuroku Meat Distribution 
Center
（と畜場）

秋田県鹿角市八幡平字外川原31-1
31-1 Aza-Sotokawara, Hachimantai, 
Kazuno-shi, Akita, Japan

株式会社　ミートランド
Meat Land Corporation
（食肉処理場）

秋田県鹿角市八幡平字外川原31-1
31-1 Aza-Sotokawara, Hachimantai, 
Kazuno-shi, Akita, Japan

年　度 発行件数

令和３年度 0

令和２年度 13

令和元年度 21

平成30年度 21

平成29年度 10

平成28年度 02

名称
Name

所在地
Address

株式会社　ミートランド
MEAT LAND Corporation
（と畜場/食肉処理場）

秋田県鹿角市八幡平字外川原31-1
31-1 Sotokawara, Hachimantai, Kazuno 
city, Akita, Japan

年　度 発行件数

令和３年度 0

令和２年度 15

令和元年度 8
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２　輸出食鳥肉関係

　（１）対香港輸出

対香港輸出食鳥肉を取り扱う選定施設

選定施設
固有記号
Est.No.

選定日

ＡＫＨＯ
平成28年
5月13日

検査証明書発行件数（対香港輸出食鳥肉）

重量(kg)

161.6

320.0

285.0

86.5

240.94

100.0

名称
Name

所在地
Address

株式会社　本家比内地鶏
HONKEHINAIJIDORI CO., LTD

秋田県大館市比内町大葛字芦内口道下69　
69 Ashinaikutimichishita, 
Hinaimachiookuzo,Oodate City, Akita, 
Japan

年　度 発行件数

令和３年度 3

令和２年度 3

令和元年度 4

平成30年度 4

平成29年度 4

平成28年度 2
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第 ６ 章

調 査 研 究
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１ 認定小規模食鳥処理場におけるＨACCP に沿った衛生管理計画の導入について

○新井孝典*
＊ 現大館保健所

1 . はじめに：平成 30 年 6 月の食品衛生法等の一部を改正する法律の公布により、認定小
規模食鳥処理業者に対して一般衛生管理に加えHACCPを簡略化し衛生管理を行えること
が規定された。HACCP に基づく衛生管理が未導入の認定小規模食鳥処理場に対する
HACCP の考え方を取り入れた衛生管理計画（以下管理計画とする）策定に関する令和元
年度以降の取り組みを報告する。
2 . 講習方法：（1）令和元年度：県内 2カ所で衛生講習会を開催し日本食鳥協会が作成した
「HACCPの考え方を取り入れた衛生管理の手引書」及び「当該手引書の説明書」に基づき
管理計画策定について説明後、当該計画の電子データを配布し管理計画が未策定の 14施設
の出席者各 1名から講習会終了後のアンケートで講習内容の理解度を確認した。（2）令和 2
年度：受講者の負担軽減を目的に講習会を 2カ所から 3カ所とし、通常講習に加え管理計
画未策定の事業者 6施設・7名に個別指導を実施した。
3 . 指導事項：（1）令和元年度：監視時に工程図を確認し各事業者ごとの問題点等の指導・
助言を行った。（2）令和 2年度：監視及び個別指導時に事業者が作成した管理計画を確認し
指導・助言を行ったが、特に重要管理点の管理基準の 1つである冷却槽の管理方法につい
て各事業者ごとに設定条件の説明・助言を行った。
4 . 結果及び考察：アンケート回答者の内訳は食鳥処理衛生管理者 10名、従事者 4名で 30
代から 60 代であった。管理計画策定の必要性は全員が理解しており、衛生管理、処理工程、
危害要因とその管理方法、記録様式の作成については 6～8割が自身で作成可能で残りは相
談したいとの回答であった。また、管理計画の実施時期は 1年以内が 8割を超え残りが未
定との回答であった。管理計画導入の事例としては 4事業者がメール、1事業者が FAX の
やり取りで管理計画を策定し、2事業者は電子データを活用できず手書きで管理計画を策定
しており、各事業者ごとに柔軟な指導・助言の重要なことも認識できた。HACCP について
は平成 30 年度までに 4事業者、令和元年度に 4事業者、令和 2年度に 8事業者、令和 3年
6月末までに 3事業者の計 19 事業者全てが管理計画を策定した。今後はより衛生的な食鳥
肉が生産されるよう管内事業者に対し講習会及び監視時にHACCP に基づく衛生管理手法
の 1 つである PDCA サイクル等を周知することで事業者の自主的な衛生管理の向上に関
する指導・助言等を行っていきたい。

発表：令和 4.10.11 令和３年度東北地区獣医師大会及び獣医学術東北地区学会
（仙台市、オンライン）
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事業者名 A B C

事業許可年月日 平成4年4月24日 平成19年11月28日 平成23年2月24日

従事者数（管理者含） 2名（夫婦） 3名（夫婦・娘） 8名

食鳥処理衛生管理者 1名 2名 2名

処理羽数（年度） 200 1000 500

解体方法 外剥ぎ法 中抜き法・外剥ぎ法
中抜き法・外剥ぎ法

（丸と体出荷）

イ、ロ

※令和3年4月より
ロに移行

販売先 道の駅 飲食店、JA 自社販売

表 1　各事業者における食鳥処理の状況等について

食鳥処理形態
（食鳥処理法

   第2条第5項）
イ、ロ イ、ロ

２ 認定小規模食鳥処理場のためのHACCPの考え方を取り入れた衛生管理の導入指導と
今後の課題について

○新井孝典*1 太田見修広*2 須田朋洋 齋藤吉之
＊1 現大館保健所 ＊2 現生活衛生課

Ⅰ．はじめに
平成 30 年 6月の食品衛生法の一部を改正する法律の公布に伴い、令和 3年 6月までに認

定小規模食鳥処理場に対してHACCPの考え方を取り入れた衛生管理計画の策定が求めら
れている。
当所では認定小規模食鳥処理業者が導入するHACCP考え方を取り入れた衛生管理計画

（以下「管理計画」という）の策定推進を目的に管理計画に関する講習会を開催するとと
もに、計画未導入の施設に年 1回の立入検査時にHACCP 導入に関する個別指導を行うこ
とで令和 2年度末までに計 16事業者が管理計画を策定した。一方、管理計画の導入期限で
ある令和 3年度まで策定がずれ込んだ 3事業者（A、B、C）は、計画策定が進まない原因
をそれぞれに抱えていたことから事業者への指導方法を画一的でない個別の事情に即した
内容としたので報告する。
また、全ての食鳥処理場に管理計画導入が完了した令和 3年度の立入検査では管理計画

に基づく衛生管理・処理工程に関する記録状況等について確認し指摘・指導した事項等に
ついても併せて報告する。

Ⅱ．各事業者の食鳥処理状況について
3事業者の従事者は 2～8名であり、年間処理羽数は 200～1000 羽程度と県内の食鳥処理

場としては比較的小規模な食鳥処理施設であった。食鳥の処理形態として事業者Aはこれ
まで自社で飼養した生鳥をと殺、脱羽、解体処理後に出荷していたが、事業形態の変更で
令和3年4月より
丸と体を仕入れ
外剥ぎ法で処理
後出荷している。
事業者 B は仕入
れた生鳥を中抜
き法及び外剥ぎ
法で処理後、事業
者 C は自社で飼
養した生鳥を中
抜き法及び外剥
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事業者名 A B C
HACCP導入年月日 令和3年5月19日 令和3年5月27日 令和3年6月18日

令和元年・２年の
HACCP基づく

講習会受講状況
受講なし 受講なし

令和元年受講
（令和2年度受講なし）

配布資料

指導回数
（カッコ内は立入回数）

１２（２） １０（２） １４（２）

指導時間（分） ２２０ １８５ ３３５

指導方法 電話・FAX 電話・メール 電話・メール

重要管理点
（CCP)の設定

○と体の解凍方法
（冷蔵庫内解凍・水槽解凍）

○チラー槽ごとの冷却・温度・
　時間及び塩素濃度　（塩素投入量）

○と体の冷却工程・金属探知機
　による金属異物の混入防止

衛生管理計画策定に
際し時間を必要と

した事由

○事業形態の変更
○解凍方法を重要管理点として設定
○手書きによる衛生管理計画策定

○事業継続の決断
○管理計画担当者の多忙による
　電話連絡の遅滞

○秋田県版HACCPによる衛生管理
　計画の策定を希望
○衛生管理計画策定担当職員が
　食鳥処理方法の理解不足
○外剥ぎ法追加に係る書類作成に
　時間を有した

表 2　各事業所ごとのHACCPに基づく衛生管理計画策定に関する指導内容について

①認定小規模食鳥処理場のためのHACCPの考え方を取り入れた衛生管理の手引書
②認定小規模食鳥処理場のためのHACCPの考え方を取り入れた衛生管理の手引書の説明書

③計画策定用エクセルデータ

ぎ法で処理したものに加え、一部は丸と体として出荷していた。

Ⅲ 衛生管理計画策定に関する指導等について
HACCP導入に基づく衛生講習会は令和元年度に県北地区及び県南地区の 2カ所、令和 2

年度に事業者の参加を促す目的で県北地区、中央地区に加え県南地区の３カ所で開催した
が、講習会には 3事業者のうち令和元年度に事業者Cが出席したのみであった。
3事業者へのHACCP導入に関する指導は、講習会欠席の事業者A・Bに対して令和元年

度の立入検査時に改正される省令に備えて「認定小規模食鳥処理場のためのHACCP の考
え方を取り入れた衛生管理の手引書」等を配布し 3事業者に対して管理計画について説明
した。令和 2年度は立入検査時に「当該手引書の説明書」に基づき、管理計画について再
度説明し重要管理点の１つとして設定している冷却槽への塩素添加量の計算式を資料とし
て配布するとともに希望者に対しては投与塩素量の算出を行った。
管理計画策定までの指導回数は 3事業者で 10～14 回、指導時間は 185～335 分で事業者

が作成した管理計画をFAX及びメールで受領し内容について精査した後、電話にて訂正部
分について指導・助言等を行う方式とした。
重要管理点（CCP）の設定として事業者Aは丸と体の冷蔵庫内（温度・時間）と水槽（水

温、時間）による解凍で水槽解凍では塩素の添加によると体間の汚染防止、事業者 Bは 3
種類のチラー槽への塩素投入量、事業者Cはチラー槽でのと体冷却に加え金属探知機によ
る異物混入防止を管理対象としている。
管理計画策定に時間を必要とした主な理由として、事業者Aは食鳥処理方法の変更に伴

う冷凍と体の解凍方法、事業者 Bは管理計画策定担当者が多忙で電話によるやりとりに時
間を必要としたこと、事業所Cは管理計画担当職員の食鳥処理全般に係る知識不足で機械
器具の設置及び作業手順等の確認と外剥ぎ法処理の追加に伴う工程図・記録表等の様式の
作成が原因であった。（表 2）
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Ⅳ 立入検査時の確認状況及び指導事項等について
（１）令和 3年度の立入検査時の確認状況及び指導事項等について
令和 3年度の認定小規模食鳥処理場への立入検査件数は 11事業所で、事業者Ａについて

は立入検査を行ったが、令和 3年 11月に県内で高病原性鳥インフルエンザが発生したこと
に配慮し、事業者Ｂ・Ｃを含む食鳥処理場 8施設については立入検査を自粛した。11事業
所のうち各処理工程の見直しは 4事業所で、2事業者が毎日の衛生管理の計画、1事業者が
定期的な衛生管理の計画、1事業者で工程図、危害要因分析、重要管理点の決定及び重要管
理点（CCP）の計画と複数の変更が行われたのは事業者 Iであった。
毎日・定期的な衛生管理及び重要管理点（CCP）の記録で一部未記入が確認されたのは、

5事業者が毎日の記録状況、３事業者が定期的な記録状況で 2事業者が重要管理点（CCP）
の記録状況であった。また、事業者Aの定期的記録状況、事業者Mで毎日・定期的な衛生
管理及び重要管理点（CCP）の記録状況で記録が全く行われていなかった。（表 3）
（２）令和 3年度の立入検査時の事業所ごとの確認状況及び個別の指導事項等について
各処理工程の見直しは毎日の衛生管理の計画において事業者Dで 3項目、事業者Hで 1

項目、定期的な衛生管理の計画において事業者 Fで 1項目の変更があった。また、事業者 I
では使用水変更に伴う工程図、危害要因分析、重要管理点の決定及び重要管理点（CCP）
の計画で変更が行われた。
記録の状況は毎日の記録について事業者A、D、H、J で１項目、定期的な記録について

事業者D、Lで 1項目、重要管理点（CCP）の記録について事業者Ｇで 1項目の一部誤記
載・未記入があった。また、定期的な記録について事業者Aで 2項目、毎日・定期的・重
要管理点（CCP）について事業者Mで全ての記録が行われていなかった。（表 4）

A Ｄ Ｅ Ｆ G H I J Ｋ L M

工程図 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

危害要因の分析 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

重要管理点の決定 （○） ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

毎日の衛生管理の計画 ○ △ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○

定期的な衛生管理の計画 ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

重要管理点
（CCP)の計画

（○） ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

A Ｄ Ｅ Ｆ G H I J Ｋ L M

毎日 △ △ ○ ○ △ △ ○ △ ○ ○ ×

定期的 × △ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ △ ×

重要管理点（CCP) （○） ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ×

各項目の記録状況　○：良好、△：一部未記入、×：未記載多数

　　　　（　　　）：HACCPに準じた重要管理点の記録状況

記
録

状
況

表 3　立入検査時の確認状況及び指導事項等について

　処　理　場　名

各
処
理
工
程
の

見
直
し

　　　（　　　）：HACCPに準じた重要管理点の決定・計画の変更状況

　処　理　場　名

処理工程等の変更状況　○：変更なし、△：一部変更、×：変更あり
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Ⅴ 考察
HACCP に基づく管理計画策定を推進する目的で令和元年度及び 2年度に講習会を開催

した際、講習会参加の報告のない事業者に出欠の意向をFAXにより求めたが、令和元年度
に事業者Cが講習会に参加したのみで、事業者A・Bから出欠の報告はなかった。講習会
参加に消極的な理由として事業者A・Bの施設は家族経営で食鳥処理等の業務が多忙なこと、
また施設の衛生管理対策等の必要性を十分に認識していないことが原因として考えられた。
このため、令和元年度及び令和 2年度の立入検査では 3事業者に対し手引書の内容を 40分
程度説明した結果、食鳥処理事業継続には管理計画の策定が必要なことが理解され管理計
画導入の一助となったと考えられた。
問題点への対応として事業者Aには重要管理点とした冷凍丸と体の解凍方法に関する指

導・助言、事業者Bには担当者が電話連絡を受けやすい夕方の電話連絡と冷却槽への塩素
添加量の情報提供をすることで重要管理点の設定に至ることができた。事業所Cには食鳥
処理全般の知識が乏しい担当者に当所で作成した外剥ぎ法に関する工程図・一般衛生管
理・記録表等の資料を提供した後、電話にて指導・助言を行った。3事業者共通の指導内容
としては当所で管理計画の達成目標と期限について予め設定し、担当者が目標をクリアで
きるよう進捗状況の確認に加え指導・助言等を心掛けたことが功を奏したと思われた。
立入検査時の管理計画の点検による各処理工程の見直しでは、各処理場ごとの変更項目

を点検項目に基づき確認することで実際の現場での処理に即しているか確認することがで

工程図
危害要因の

分析
重要管理点の

決定
重要管理点

（CCP)の計画
毎日の衛生管理の

計画
定期的な衛生管理の

計画

D
○冷蔵庫設定温度変更

○トイレ清掃記録様式変更
○品質管理記録表変更

F
○温度計の校正方法

変更

H ○冷凍庫設定温度変更

I

A

D

G

H

J

L

M

○金属探知機
確認者一部未記入

重要管理点（CCP)

○冷凍庫温度記録
一部未記入

○記録の訂正方法
確認者記録一部未記入

○塩素濃度の誤記載

○施設・設備の清掃状況記録
一部未記入

○と体の冷却温度・時間一部未記入

　各処理工程の
見直し

処
理
場
名

○使用水変更に伴う見直し

処
理
場
名

毎日 定期的

●殺菌装置の点検未記入
●殺菌剤の残量点検未記入

○確認者記録一部未記入

記録状況

●毎日、定期的及び重要管理点（CCP）の記録未記入

表 4　立入検査時の事業者ごとの確認状況及び個別の指導事項等について
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きた。また、一部事業所の管理計画担当者から管理計画の変更項目に関する申し出が行わ
れたことは、管理計画に基づく各処理工程の点検等の有用性が示された結果であると考え
られた。
毎日・定期的・重要管理点（CCP）の記録状況では毎日の記録が 4事業所で一部誤記入・

未記入であり定期的な記録の 2事業者、重要管理点（CCP）の記録の 1事業者と比較して
記録の要件を満たしていないことが確認された。毎日の記録は他の記録と比較し対象とな
る項目が多く、記録する頻度の高いことが誤記入・未記入の原因として考えられた。
また、事業者Aでは殺菌装置の点検及び殺菌剤の残量点検、事業者Ｍでは毎日、定期的

及び重要管理点（CCP）に関する記録が全く行われていないことから管理計画に関する理
解が不十分なことが判明した。事業者Ａは令和 3年度、事業者Ｍは令和 2年度に管理計画
を策定しており 2事業者とも管理計画策定後間もない事業者であることから、それぞれの
項目で測定又は確認した記録を残す作業に不慣れな状況であったことが考えられた。

Ⅵ まとめ
管理計画の策定には事業者との連絡を密にするとともに管理計画策定担当者の管理計画

に関する理解度にあわせた指導・助言が必要であることが解った。また期日を定めて衛生
管理計画の作成を進めることで担当者の達成感を満たすことも有効な方法であることが確
認できた。
一部の事業者では衛生管理計画の策定が終了したことで当該計画が完了し衛生管理に関

する記録の重要性が十分認識されておらず、衛生管理に係る記録が適正に行われていない
ことが確認できた。今後は衛生講習会等でHACCPに基づく衛生管理の重要性について改
めて伝えるとともに、事業所における食鳥処理の衛生的な取扱いの妥当性を担保するため
にも毎日・定期的・重要管理点（CCP）について記録し、検証・改善していくことへの理
解を深めさせることで事業者自らが PDCAサイクルに基づく衛生管理を確立できるよう指
導していきたい。

発表：令和 4.1.21 令和３年度秋田県保健環境業務研究発表会（オンライン）
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３ と畜場に搬入された豚における Escherichia albertii 保菌状況調査

○福田 有希、須田 朋洋、佐藤 唱

１ はじめに
Escherichia albertii（以下、「E. albertii」）は、2003 年に新種として分類された腸内細菌科

のグラム陰性通性嫌気性桿菌である。E. albertii は人に経口感染して下痢等の消化器症状を
引き起こすことがあり、新規の食中毒原因菌として注目されている。近年、国内において、
本菌を原因とする食中毒事例が散発しており、2019 年には本県でも発生した。しかしなが
ら、感染源などの疫学的情報が少なく、家畜の保菌状況や食肉からの感染について十分な調
査が行われていない。
今回、当所が所管すると畜場搬入豚における E. albertii 保菌状況を調査するとともに、菌

株の分離培養を試みたので報告する。

２ 材料及び方法
（１）E. albertii 保菌状況調査
①材料
令和３年 6月から 10月にかけて、当所管轄と畜場に健康畜として搬入された豚（SPF

４農場（各 20 頭）及び非 SPF５農場（各５頭）の計 105 頭）の直腸を無菌的に切開し、
直腸便を採取し検体とした。
②増菌培養
検体約 1 g をノボビオシン加mEC培地 9 mLで 42℃一晩培養した（一次増菌液）。

③nested-PCR
DNA抽出のため、一次増菌液 200μL を遠心後（14,000 rpm，1分，4℃）、沈殿に滅

菌蒸留水 500μLを加え、洗浄のため再び遠心した（14,000 rpm，1分，4℃）。沈殿から
インスタジーン（Bio-RAD）によりDNAを抽出し、最終的に 200μLのDNA抽出液と
した。
DNA抽出液 1μLについて、大岡ら 1)が報告した E. albertii に特異的なプライマーであ

る E_al_OF（5'-GGT CCA TAA TGA ATC TGA CTG A-3 '）及び E_al_OR（5'-CCA
TAT GAC AGGCGT AAT TGA T-3'）と E_al_NF（5'-CAG TCG ATGGTT TCA CCT
GA-3）及び E_al_NR（5'-ACA CCG TGG CGA AAT GGC A-3'）をそれぞれ 1st PCR、
2ndPCR に用いて、nested-PCR を行った。機器はPC815（アステック）、反応試薬には
KODFXNeo（TOYOBO）を使用した。反応条件は、95℃ 15min の後、94℃ 1min、
54℃ 30 sec（2nd-PCRでは 60℃）及び 72℃ 1min を 20 サイクル（2nd-PCRでは 30サ
イクル）で行った。
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（２）菌株の分離培養
①材料
農場Dの豚 30頭について、（１）と同様に検体採取、DNA抽出及び nested-PCRを行

い、PCR陽性となった検体について菌分離を試みた。
②分離培養
一次増菌液をクロモアガーECC（関東化学。以下、「ECC培地」）及び１%キシロース

１%ラムノース及び 1%乳糖添加マッコンキー基礎培地（日本BD。以下、「MAC培地」）
に接種し 36℃一晩培養するとともに、100μLを CT（セフィキシム 0.01mg/L、 亜テル
ル酸カリウム 0.5 mg/L）加ｍEC 培地 10 ｍL に接種し、42℃一晩培養した（二次増菌
液）。二次増菌液を ECC培地及びMAC培地に接種し 36℃一晩培養した。両培地で白色
を呈したコロニーをDNA抽出の上、nested-PCRの 1st-PCRのみを行いE. albertii を同
定した。分離株については、Ooka ら 2)の方法に準じて、EAOg1～40 のO抗原遺伝子型
に型別を行った。

３ 成績
（１）保菌状況等調査
105 検体中 23 検体で nested-PCR 陽性となった（陽性率 21.9%）。農場毎の陽性率は、

0.0%～45.0%で、農場Dでは他の農場と比較し高い陽性率であった（表）。

（２）菌株の分離培養
農場Dの 30 検体中 12 検体で nested-PCR 陽性となり、うち３検体から E. albertii が分

表 E. albertii 検出状況

農場 所在地
採取日別検出状況（陽性検体数／検体数を示す）

計 陽性率
6 月
8 日

6 月
14日

6 月
21日

6 月
29 日

7 月
2 日

7 月
9 日

7 月
29日

8 月
12 日

8 月
25日

8 月
27日

9 月
2日

9 月
14日

9 月
17日

10月
13日

A
小坂町

/

SPF

0/5 0/7 4/8 4/20 20.0%

B 0/5 1/5 3/5 0/5 4/20 20.0%

C 0/2 1/5 0/5 2/5 1/3 4/20 20.0%

D 1/5 2/5 6/10 9/20 45.0%*

E

鹿角市

/

非 SPF

0/5 0/5 0.0%

F 0/5 0/5 0.0%

G 0/5 0/5 0.0%

H 2/5 2/5 40.0%

I 0/5 0/5 0.0%

計 0/5 1/5 2/5 0/9 0/5 0/5 1/10 6/10 1/10 0/10 5/10 1/8 2/5 4/8 23/105 21.9%

p<005



- 38 -

離された（分離率 25.0%）。分離株はそれぞれ、一次増菌液をMAC培地に接種したもの、
二次増菌液を ECC培地に接種したもの、二次増菌液をMAC培地に接種したものから分離
された。
分離株の 3株についてO抗原遺伝子型を調べた結果は、いずれもEAOg25 型であった。

４ 考察
E. albertii の家畜における保菌状況については、これまで国内では数例の報告があるのみ

で、本県における状況は不明であったが、今回、本県の豚においても初めて保菌が確認され
た。立地の異なる複数の農場の豚からE. albertii が検出される結果となった。しかしながら、
一部の農場では継続的に搬入豚から E. albertii が検出されており、農場内の汚染が懸念され
た。E. albertii が比較的多く検出された農場Dにおける養豚の特徴としては、おがくず等を
敷料として逐次追加し、発酵させながら行うバイオベッド方式であることがあげられる。特
に 8月の暑い時期に E. albertii の保菌率が高くなっていることから、農場内の環境中に E.
albertii の汚染が拡がっている可能性が考えられた。
菌分離については、分離率が 25%で nested-PCRで E. albertii が陽性となっても分離でき

ないことが多かった。二次増菌により菌分離が可能になった検体もあったが、CTへの感受
性等について、菌株によって性質が異なることが考えられる。E. albertii については、選択
分離が可能な培地がなく、検査法が確立されていない。今回の調査で使用したECC培地は、
食品や環境検体中の大腸菌・大腸菌群を検出する培地で、大腸菌は青色、その他の大腸菌群
は赤色のコロニーを形成する。本培地上で E. albertii は白色コロニーを形成するため、大腸
菌及び大腸菌群との区別が可能であり、髙橋ら 3)は河川等の環境水からのE. albertii の分離
に成功している。しかしながら、豚の直腸便では、E. albertii 以外の白色コロニーが多数視
認され、E. albertii のコロニーかどうか判定が難しかった。また、MAC培地は糖の分解性
を利用して、E. albertii の視認性を高めたが、白色コロニー（糖非分解）の出現はほとんど
なかった。その理由としては、MAC培地には E. albertii の選択性を高める要素が少なく、
増菌液中の夾雑菌が優位に生えてきていると考えられた。これらの培地を用いて菌分離す
るためには、１検体あたりの培地の数を増やす必要があると考えられるが、培地の使用量が
多くなり作業が繁雑になることから、他の大腸菌等と比較し特異的な性状や発育性に乏し
い本菌の効率的な分離方法について、さらなる検討の余地があると考えられた。
分離株のO抗原遺伝子型は、いずれも EAOg25 型であった。本調査では、特定の農場の

搬入豚からのみ菌分離を行ったため、この型が豚に多い型であるのかは不明である。また、
特定の菌株によって農場が汚染されているのかについても、O抗原遺伝子型からだけでは
判断できないため、より詳細な解析が必要と考えられる。しかしながら、EAOg25 型は本県
において過去に人由来の菌株でも確認されている型であり 4)、豚は人へのE. albertii の感染
源となっているかもしれない。また、EAOg25 型は環境水に由来する菌株でも確認されてい
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る 4)。豚からの環境への E. albertii の汚染が懸念される。
今回、本県においても新規の食中毒原因菌である E. albertii の豚での保菌が確認された。

豚のと畜解体処理の際には、糞便による枝肉汚染に注意が必要であることが改めて示され
た。当所では、現在、過酢酸による枝肉の洗浄を行っており、引き続き適切に行っていくこ
とが重要である。今後は、豚のE. albertii の保菌率について、季節性などを調査するととも
に、より効率的な菌分離方法について検討したい。また、農場環境中（豚の飲水、農場排水
等）における E. albertii の挙動等の調査についても検討したいと考えている。

５ 謝辞
本調査に御協力くださった、健康環境センター保健衛生部細菌班 今野貴之 主任研究
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発表：令和 4.1.21 令和３年度秋田県保健環境業務研究発表会（オンライン）
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４ と畜検査員による外部検証について

○須田朋洋 小杉栄* 佐藤唱 渡辺光弘 福田有希 井上克也
＊ 現北秋田保健所

１ はじめに
と畜場法の改正により、令和３年６月から、と畜場についてはHACCP に基づく衛生管

理が義務づけられた。また、令和 2年 5月、と畜場の衛生管理に対する、と畜検査員による
外部検証の実施方法について、厚生労働省から技術的助言としての通知（以下、「外部検証
通知」）がなされ、と畜検査員が外部検証として実施する作業現場における直接確認（以下、
「現場検査」）については原則毎日行うこと、現場検査については原則と畜検査を行うと畜
検査員とは別のと畜検査員が実施すること（以下、「オフライン検査」）等が規定された。
しかし、当所の人員配置上、オフライン検査員による現場検査を毎日行うことは困難であ

ることから、「秋田県食肉衛生検査所外部検証実施要領」（以下、「要領」）を制定し、一部の
現場検査については、と畜検査を実施しながら行い（以下、「オンライン検査」）、オフライ
ン検査の補助とすることとした。外部検証通知に基づく微生物試験結果と併せ、要領に基づ
く外部検証の実施状況等について報告する。

２ 材料及び方法
（１）現場検査
①現場検査実施状況
令和３年６月から 10 月まで、要領に基づき、オフライン検査については作業前点検及

び作業中点検をそれぞれ月２回、担当者４名により実施した。オンライン検査については
と畜場開場日毎日、と畜検査員全員（10名）により実施し、指摘事項についてはと畜検
査の解体後検査控室に設置した様式に休憩時等に記載した。様式に記載された指摘事項
については事項（外部検証通知別添１ ５（１）の表）毎に件数及び内容等をとりまとめ
た。オンライン検査の指摘事項については、週毎の件数や事項の傾向等を調査し、効果や
課題について検証した。
②豚枝肉の皮膚の残存（以下、「残皮」）に係る調査
オンライン検査において散見された豚枝肉の残皮について、枝肉の部位（左右・前後躯

の 4カ所）毎の残皮数を調査し、残皮の発生率、部位の傾向について分析するとともに、
対策について検討した。

（２）微生物試験
令和 2年 6 月以降、外部検証通知に基づき毎月 5頭ずつ、豚枝肉表面の切除法を用い

た微生物試験（一般生菌数及び腸内細菌科菌群）を行った。また、令和３年５月からは、
同じ材料を用いて、食品衛生検査指針に基づきサルモネラ属菌の定性試験を行った。試験
結果については直近 1年間の検査結果の平均値及び標準偏差（SD）平均値＋２SD及び
平均値＋３SDからなる管理図（コントロールチャート）をムービングウインドウ方式で
作成し、と畜場に対する指導の一助とした。
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３ 結果
（１）現場検査
①現場検査実施状況
オフライン検査については、期間内に計 20回（作業前点検及び作業中点検をそれぞれ

10回）、オンライン検査についてはと畜場開場日毎日実施した。オンライン検査における
指摘事項は、事項９が最も多く、次いで事項２、11と続いた（表１）。

オンライン検査の指摘事項の件数を週毎に調査したところ、期間を通じて一定数の件数
が見られた（図）。期間の前半は事項１、３、６及び７が散見されたが、後半は見られなか
った。事項２、９及び 11は期間を通じて見られたが、特に事項２及び９は後半に増加傾向
が見られた。事項８及び 10は指摘が見られなかった。なお、事項４は、オンライン検査で
は検証できないため、対象としなかった。
オンライン検査による指摘事項については、その都度または月毎にとりまとめの上、オフ

ライン検査の参考とした。現場検査結果についてはと畜業者に通知するとともに、月１回、
と畜業者と情報共有する場を設け、指導を行った。

表１ オンライン検査指摘事項（令和３年６月から 10月まで）
No 事項 件数 内容

１ 施設の衛生管理 ５
枝肉にレーンからの落下物付着、床の衛
生（血液で滑る）、作業前悪臭

２ 設備等の衛生管理 53

機械器具の洗浄不十分・取扱い不適（ギ
ャンブレル、デハイダー、バングカッタ
ー、枝肉洗浄ホース等）・不調（白物昇降
機、背割機等）等

３ 薬品・洗浄剤等の管理 ４ 手洗いシャボネットの不足等
４ 使用水等の管理 － ※オンライン検査非対象

５ ねずみ・昆虫対策 20 解体室内のハエ、クモの巣
６ 廃棄物及び排水の取扱い ２ 排水の接続
７ その他（従事者の衛生管理等） 12 従事者の手洗い不十分
８ 生体の取扱い ０
９ 衛生的なとさつ・解体 91 枝肉の腸内容物付着、残皮等
10 枝肉の冷蔵保管状況 ０
11 頭部・内臓の取扱い 41 腸管の破損による内容物流出等

計 228
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②残皮に係る調査
枝肉の残皮残存頭数、残存部位等について

は表２のとおりであった。
部位別では、後躯の方が前躯より多く見ら

れた。左右別に大きな差はなかった。
残皮についてはと畜場においても危害要因

として認識しており、獣毛の付着頭数・付着数
とともにサンプリング調査を行っていたが、
トリミングについては苦慮していた。外部検
証による指導時に本調査結果を示し、残皮発
生箇所の可能性が後躯剥皮工程にあること、
最終洗浄前のトリミングの必要性、トリミング担当者の配置場所等について提案した。

（２）微生物試験
令和２年12月から令和3年 11月までの1年間

（月 5検体×12=60 検体）の試験結果は表３のと
おりであった。平均値＋３ SDを超過した検体数
は一般生菌数ではなく、腸内細菌科菌群では２検
体あった。平均値＋２ SDを超過した検体数は一
般生菌数では２検体、腸内細菌科菌群では３検体
であった。また、サルモネラ属菌はいずれの検体
からも検出されなかった。
微生物試験の結果はと畜場に情報提供し、特に、平均値＋２ SDを超過した検体があっ

表２ 枝肉の残皮
残皮数（頭） 左 右 計
後躯 32 42 74
前躯 ４ ６ 10
計 36 48 84
不明（記録なし） 12
残皮頭数計（A) 96
と畜検査頭数（B) 50,725
残皮発生率（%）（A/B） 0.19

表３ 微生物試験結果(単位は log cfu/cm2)

一般生菌数 腸内細菌科

菌群

平均値 2.19 0.70

SD 0.80 0.28

平均値＋２SD 3.40 1.26

平均値＋３SD 4.00 1.55
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た月については、作業手順書の点検を指導した。

４ 考察
オンライン検査については、特にと畜検査において直接視認する枝肉及び内臓の状態や、

と畜検査員周囲の機器類の状況に係る検証は有効であると考えられた。
一方、期間を通じて一定の指摘件数があったこと、一部の事項では期間の後半に増加傾向

が見られたことから、実効性のある指導を行うことが課題と感じられた。また、期間の後半
に指摘が見られなくなった事項があったことについては、指摘事項の対応状況の確実な確
認及びと畜検査員どうしの情報共有の仕組みを構築する必要があると考えられた。指摘が
見られなかった事項があったことについては、記録様式の設置場所や記載時間等、記載機会
を工夫する必要があると考えられた。

残皮については、自動で剥皮が行われる範囲が広い前躯に対し、手動で剥皮が行われる
範囲が広い後躯は、残皮の発生が多くなることが考えられた。残皮については、腸管摘出時
の破損や枝肉の腸管内容物による汚染等とともに、発生させないことが重要ではあるが、作
業上ある程度の発生はやむを得ない。外部検証通知において、「最終洗浄直前の枝肉の中か
ら、と畜状況に応じて複数頭数の左右の枝肉を無作為に選択し、糞便、腸管内容物、乳汁等
の付着がないか確認し、衛生的なとさつ・解体工程が確保されていることを検証する。糞便
等の付着が確認された場合は、作業衛生責任者又は従事者に対して、速やかにトリミングす
るよう指導する。」とされているが、本と畜場では従事者の配置上、最終洗浄直前にトリミ
ングできる担当者の配置及び作業環境が十分でない。今回、汚染等の発生率等を数値で示し、
残皮発生箇所及びトリミングの重要性を改めて指導できたが、引き続きと畜場とともに、効
果的な従事者の配置等について検討したい。
微生物試験については、調査期間を通じて試験結果は横ばいであったものの、厚生労働省

によると、令和 2年 6月から 12月までの全国の微生物試験結果は、一般生菌数の平均値が
2.59、平均値＋２SDが 3.97、平均値＋３SDが 4.66、腸内細菌科菌群の平均値が 0.75、平
均値＋２SDが 1.51、平均値＋３SDが 1.89 であることから、本と畜場の試験結果は概ね全
国調査より良好といえた。本と畜場における適切な基準値の設定及び試験結果のフィード
バック方法については引き続き検討したい。
限られた人員下での効率的かつ効果的な外部検証方法について、今後も検討を続けたい

と考えている。

発表：令和 4.1.21 令和３年度秋田県保健環境業務研究発表会（オンライン）
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５ 豚赤痢への対応と再発警戒について

○齋藤吉之

１．概要

当所所管のと畜場は、平成 28 年 10 月 14 日に対香港豚肉輸出施設に選定（令和 2 年 7
月 13日以降は認定）され、豚肉輸出を手掛けてきた。「香港向け輸出豚肉及び家きん肉の
取扱要綱」（以下、「取扱要綱」という。）では、食肉衛生証明書（以下、「証明書」とい

う。）の発行が規定されており、食肉衛生検査所は認定施設における定期的な認定要件の

確認とともに証明書発行事務を所掌している。

取扱要綱において対香港輸出用の豚肉は、“口蹄疫を含む届け出るべき伝染性、感染性、

寄生虫性疾患の発生がなく、制限区域等の対策が執られていない地域に由来する豚から得

られたもの”とされることから豚赤痢などの家畜伝染病発生により輸出に支障を来す可能

性を内包していた。認定施設では、輸出向け生産農場とする複数の大規模農場が豚を搬入

しているが、平成 30 年 6 月 5 日に豚赤痢が初めて確認され、直後、施設から「豚赤痢発
生農場由来の豚肉は対香港輸出可能なものか」との問い合わせが寄せられた。生活衛生課

経由で厚生労働省に照会し、改めて取扱要綱では、係る疾病が沈静化するまでは輸出でき

ない旨の具体的内容を確認したが、その後も豚赤痢が続発し、他の農場にも拡大した。そ

れまで対香港輸出向け４農場のうち豚赤痢が発生していない農場を輸出向けとして対応し

ていたが、豚赤痢の発生拡大により対香港輸出向け豚肉の取扱いが可能な生産農場が限定

されることとなり、輸出再開に向けた対応を迫られる状況となった。

これまでの対応と現在の状況について、概要を報告する。

２．材料と方法

豚赤痢は、と畜検査において内臓検査により大腸の腸管壁と粘膜の充血、水腫や腸間膜

リンパ節の腫脹など、重度の大腸炎が疑われた場合、精密検査により原因菌（Brachyspira
hyodysenteriae）が検出されることで確定され全部廃棄措置となる。豚赤痢菌の農場への侵
入初期は、軽度の大腸炎等の病変が散発し始めるため、全頭検査を行うと畜検査により大

腸炎を確認すれば豚赤痢の発生兆候を察知することが可能と考えられたことから、大腸炎

の発現状況を月別・農場別に集計して監視を開始し、沈静化後の輸出豚肉取扱再開に向け

た基礎データの収集に取り組んだ。

取組を開始した当初、認定施設の利用は、P 養豚グループ（以下、「PG]という。）4 農
場、H 養豚グループ等（以下、「HG」という。）4 農場に限られていたことから、8農場全
ての大腸炎発現率を豚赤痢の発生状況と合わせて比較検討を試みた。また、発生農場の対

応については、と畜検査申請書に添付される搬入農場の治療歴（搬入前 2ヶ月以内）に関
する資料から得られた情報を分析した。

３．結果

（１）豚赤痢の発生状況【表 1】
と畜場の開設以降初めて PG農場の豚に豚赤痢が確認され、その後続発した。

（２）大腸炎の発現率



- 45 -

と畜場開設から平成 29年度までの大腸炎の発現率（※全部廃棄となった個体を除く検査

頭数に対する大腸炎の発現割合）を見ると、搬入農場全体では、平成 29 年度までは最大
でも 0.9%、平均で 0.4%程度であったが、平成 30 年度、令和元年度には 5.7%、5.2%と著
しく増加した。【表 2】
また、平成 29年 10月から令和 2年度までの大腸炎の発現率を月別、農場別に集計した

結果の概要は、下表 3及び 4のとおりであった。【資料 1、2参照】
なお、肥育豚は生後 5～ 6ヶ月で出荷となるため、豚赤痢発生半年前まで遡り集計する

こととして、平成 29年度は 10月から下半期の検査結果を取りまとめた。
【表 3：PG4農場】
年度別 大腸炎発現率の概要

H29 下半期は、各農場とも月別では、0.1～ 0.2％程度。
H30 5 月から 7 ％を超える農場が出現し、その後、急激に発現率が増加。最

大で 46.7％の月もあり、3月には 3農場で 20 ％超。FL農場と TF農場の 2
つは、豚赤痢が蔓延している可能性が大きくなった。

R1 TF農場は、6月以降発現率の低下が見られ、その後低率で安定。
R2 PL農場で 3月に発現率 5.0を超えたが、他の農場では概ね低下。

【表 4：HG4農場】
年度別 大腸炎発現率の概要

H29 下半期は、各農場とも月別ではバラツキはあるものの、最大で 2.3％で、
概ね 2.0％以内に止まっていた。各農場とも平均 1％未満。

H30 前年度と同様。各農場とも月別ではバラツキはあるものの、最大 3.6 ％
で、概ね 2.0％以内。各農場とも平均 1％以下。

R1 最大 6.2%で、各農場とも平均 2％以下。
R2 1農場で、2月に 5.9％となったが、各農場ともに平均 1.7％以下。

４．評価と対応

（１）評価

大腸炎の発現率は、HG では、H29、H30 の年間平均は 1.0%以下で、R1、R2 では年間
最大でも 2.0 ％であった。豚赤痢が確認された PG では、H29 の年間平均 0.1 ％であった
が、H30 になると大腸炎発現率が著しく増加した。令和元年度になると豚赤痢発生農場の
大腸炎発現率に減少傾向は見られたものの、HGの発現率に比較すると高率であった。
これらの結果から、大腸炎発現率 5.0% を『豚赤痢発生に関する警戒レベル』に設定し、

輸出再開を検討する場合の補完的な判断指標として当面監視を継続することとした。

＜大腸炎発現率と豚赤痢の発生状況＞【表 1及び資料 1、2】
最初に豚赤痢が確認された TF 農場では、大腸炎発現率はそれまで 0.1 ％ないし 0.2 ％

であったものが H30.6月には 18.6％と急増し、この間、8例の豚赤痢が確認されている。
2 番目に豚赤痢が発生した FL 農場では、H30.6 月に発現率 26.5 ％と著しく増加し、こ

の間、豚赤痢 6 例が確認された。H30.9 ～ 11 月にかけ再び増加し、最大 46.7 ％となった
この間も 6例の豚赤痢が確認されている。

3 番目に豚赤痢が発生した BL 農場では、H30.3 月に発現率 20.7 ％となり、この間 2 例
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の豚赤痢が確認されている。

令和 3 年 2 月まで豚赤痢の発生がなかった PL農場でも、豚赤痢を初確認した 3 月では
発現率 5.3％と、初めて 5.0％を超えていた。

（２）家畜保健衛生所との連携

家畜伝染病やと畜検査情報の共有と、互いの業務の円滑な推進を目的とする「北部家畜

保健衛生所と食肉衛生検査所との情報交換会」を急遽開催し、家畜伝染病発生後の輸出再

開に向けた“沈静化”の判断材料について検討した。検討の結果、「発生後、6 ヶ月間発
生が見られない場合、輸出を再開できる」と判断することとした。

また、PG 農場は、秋田市内と畜場にも出荷していることから、家畜保健衛生所に秋田
市食肉衛生検査所から家畜伝染病発生届が提出された際には、当該情報を当所にも提供し

てもらうことを確認した。

更に、生産者に加え家畜保健衛生所に対してもと畜検査情報を提供することとした。

（３）発生農場の対応

豚赤痢の発生情報を得た PG 農場の各農場では、それぞれ大腸炎の治療及び予防を目的
とした投薬対応を検討し、早い農場では 2018/6/13 から、また、遅い農場でも 2018/12/20
から投薬を開始している。ほとんどの農場では、チアムリン散、タイラン 20、アンピシ
リン散、メイリッチ 2PK などを飼料添加して経口投与していたが、これにより豚赤痢発
生は、令和元年度には 6 例、令和 2 年度には 1 例に減少し、令和 3 年度は 11 月末現在発
生していない。なお、投薬開始後最初に出荷された 7/6 のと畜検査申請以前には、繁殖豚
以外に投薬歴はなく、現在は、すべての PG農場で肥育豚への投薬を継続している。

５．まとめ

食肉衛生検査所では従来からと畜検査後の措置状況について、農場の衛生管理に活用で

きるよう、個別に月報として生産者に検査情報を提供しているが、特に、家畜伝染病に関

しては、家畜伝染病予防法に基づき家畜保健衛生所への届出を行い、農場における伝染病

の発生や拡大防止に努めてきた。今回発生した豚赤痢は、これらの情報還元により生産者

の積極的かつ迅速な対応が執られ、更なる発生拡大は阻止された。

一方で、以前と畜場に搬入していた H養豚グループ E農場が令和元年 11月から搬入を
再開したが、令和 3 年度に入り、両養豚グループともに大腸炎発現率 5.0%を超える月が
出始めたため慎重に検査を続けていたところ、8月に E農場で豚赤痢 1頭を確認したこと
から、と畜検査で確認された大腸炎の発現率は、豚赤痢の発生察知の有用な情報になると

考えられた【資料 1、2及び 3参照】。このことから、現在実施している１ヶ月単位の統計
期間を短縮することで、より早期の伝染病察知が可能となると思われた。

当面、大腸炎発現率 5.0%を『豚赤痢発生に関する警戒レベル』の目安とした監視を続
け、豚赤痢の発生に備えるとともに、現在、豚熱ワクチンの接種により停止している豚肉

輸出が再開される際には、円滑に対応できるよう準備を進めたい。

発表：令和 4.1.24 令和３年度秋田県保健環境業務研究発表会（誌上発表）
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６ と体正中線上に形成された膿瘍の実態と取扱いについて

○齋藤吉之

１．概要

近年、と畜解体作業は機械化と自動化が進み、と体の背割り工程は回転式円盤鋸（丸鋸）

の自動背割機が多くのと畜場に設置され、手動背割機による作業は、大貫や小貫など極限

られたと体を対象としたものとなっている。

豚のと畜検査では、骨盤腔内に形成された膿瘍や尾椎、腰椎、胸椎などの椎骨の膿瘍、

或いは、腹腔内を占拠するような巨大な膿瘍などに遭遇することがあるが、自動化された

と体の背割り工程で膿瘍を破損させてしまい、流出した膿汁により枝肉のみならず背割機

やその周辺設備まで汚染拡大させてしまう事例を経験する。

令和 3 年 6 月から完全施行された改正と畜場法では HACCPに基づくと畜場の衛生管理
が義務づけられ、と畜業者等の講ずべき衛生措置の遵守が求められていることから、これ

らの膿瘍形成と体の取扱いについて、過去の事例を検証し考察を加えた。

２．材料と方法

枝肉検査時に記録した『野帳（＊）』を確認し、枝肉の背割りによる膿瘍破損が起きた可

能性のある骨盤～頸椎の膿瘍事例を抽出、①骨盤腔内膿瘍、②椎骨（尾椎・腰椎・胸椎）

膿瘍、③腹腔内膿瘍に分類して、措置等を検証した。

今回の検証では、①と②のうち枝肉の

背割りにより膿瘍破損の蓋然性が高いと

体正中線付近に確認された事例を抽出す

ることとし、記録上、枝肉の左右に膿瘍

が確認され（背割後に膿瘍膜のみ残存し

ていた場合も含む）、枝肉左右の同一部

位が切除され一部廃棄措置されているも

のは、確実に膿瘍破損が起きたものと判

断した。（図１）

図１：膿瘍が左右骨盤腔内に跨がって形成され、

左右骨盤及び周囲筋肉が切除された例。

また、全部廃棄措置としたと畜の概要を記録した『病畜記録票』から③腹腔内膿瘍を主

たる理由として全部廃棄措置（膿毒症）とした事例を抽出した。

（＊）食肉センターへの廃棄等に関する報告のため、措置を詳細に記載したもの。
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３．結果

○部位別枝肉膿瘍確認状況

と体正中線付近の骨盤腔内と椎骨の膿瘍症例は表１のとおりで、７割以上が骨盤腔内で

確認されていた。片側のみの膿瘍形成は左右同程度であったが、両側に跨がる形成は年に

よりバラルキが見られた。また、と体正中線付近の膿瘍のうち、椎骨では５割以上、骨盤

腔では１～２割程度がと体正中線上で確認され、背割りにより枝肉の膿汁汚染があったと

判断された。なお、膿瘍病変を含む枝肉の廃棄部分は、ほとんどの場合、ヒレとロースが

一括切除されていた。

○腹腔内膿瘍事例

令和元年度から令和３年 11 月までに腹腔内膿瘍を主たる理由として全部廃棄措置とし
たものは表２のとおり８例で、すべて繁殖豚（５歳）であった。いずれの膿瘍も大型で腹

腔内壁や内臓などとの癒着が著しく、膿瘍を破損させずに枝肉から分離することが極めて

困難と判断された事例であった。

４．考察

当所ではこれまで、繁殖豚について、と体中央部の骨盤腔内や腹腔内に形成され、枝肉

から衛生的に剥離又は切断除去困難な大型膿瘍の場合、背割りによる膿瘍破損で流出した

膿汁により高度な枝肉汚染が見込まれることを理由に全部廃棄措置を講じてきた。腹腔内

の小型～中型膿瘍については、慎重に結合・癒着部分を剥離し、枝肉からの切除を行って

一部廃棄措置としているが、大型膿瘍は、枝肉の懸垂状態や充満する膿汁の量を勘案する

と破損時の汚染が広範囲に及ぶことが容易に想定されることから講じている措置である。

骨盤腔内に形成された膿瘍は、その位置や大きさによっては、背割りで必ずしも破損が

起きるとは限らないため、小型～中型膿瘍のものはあえて全部廃棄措置は執らず、背割り

後に枝肉の一部廃棄措置として扱ってきたが（図２）、実際には、背割りで破損が一定頻

度起こっており、少なからず膿汁による枝肉や自動背割機等の汚染が起きていたことが確

認された(図３）。所管と畜場の自動背割機の回転鋸は、自動洗浄機能が装備されてはい

るものの、今回の検証でも背割りによる枝肉や機械設備等の膿汁汚染が起きていたことが

確認された。

一方、椎骨に形成された膿瘍は、割面の確認を要することや、比較的小型で、膿汁の量

も少ないものが多いため、背割り後に当該病変部分の一部廃棄措置としてきた。しかし、

椎骨膿瘍の場合、程度の差はあれ膿汁等による枝肉汚染や機械設備等の汚染は起きており、

作業員による枝肉洗浄時の膿汁排除（洗浄除去）が行われてきた。

膿汁中の細菌は、膿瘍形成のステージや大きさによっても菌数にバラツキがあると思わ

れるが、「汚染物」と捉えればと畜場法施行規則に示される枝肉からのトリミングの対象

物であり、適切に排除されなければならない。

今回検証した正中線上に膿瘍を確認したと体の取扱いについて、改めて HACCP 計画の
中で検討すべき課題である。所管と畜場のと畜解体レーンは、内臓検査後の即時全部廃棄

と体のみを想定して枝肉一次検査後に短い保留レーンが分枝しているが、この場所の通過

後のと体は、剥皮を経て自動的に背割機に進んでしまうため、と体正中線に架かる膿瘍の
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破損は免れない。過去に行っていた手動背割機による作業では、作業員が骨盤の中心をは

ずして膿瘍の破損を回避するなどの対応を執っていたが、現在の自動食肉処理システムに

おいては困難である。枝肉一次検査で発見したと体正中部膿瘍を確認したものの取扱い、

処理工程上の背割りのタイミングや方法、作業工程の組み替え、と畜解体レーン上の保留

レーンの効果的利用方法など、事業者とともに衛生改善に向けた細かな検討協議と、将来

的にはと畜解体レーンの改善・再構築を視野に入れた検討が必要であると考えられた。

図２：写真左は、右側骨盤腔内に形成された膿瘍(背割り前）。写真右は、背割り後の状態で、

背割りによる膿瘍の破損は見られなかった例。

図３：左側骨盤腔内に形成された膿瘍。背割り

後に膿汁流出が確認された例。

【参考】一部廃棄措置とした枝肉の処置方法（概要）

膿瘍形成部位 切除範囲

①骨盤腔内 膿瘍を含む腸骨部分と膿瘍形成側の枝肉の股関節～腰椎までの部分

②椎骨（尾椎・腰椎・胸椎） 膿瘍形成側の膿瘍を含む椎骨

③腹腔内 膿瘍を含む側の膿瘍付着部腹膜及び腹直筋・腹横筋又は大腰筋など

周辺の筋肉

発表：令和 4.1.21 令和３年度秋田県保健環境業務研究発表会（誌上発表）



表１：と体膿瘍確認状況（令和元年度～令和3年11月）

尾
椎

腰
椎

胸
椎

計
左
側

右
側

両
側

モ
モ

ヒ
レ

ロ
ー
ス

バ
ラ

骨
盤
腔

椎
骨

194 2 26 39 67 40 43 

74.3 25.7 20.6 64.2 

162 13 33 46 21 27 

77.9 22.1 13.0 58.7 

118 1 9 9 19 12 11 

86.1 13.9 10.2 57.9 
※膿汁汚染事例の下欄は、膿瘍確認件数に占めるそれぞれの割合（％）

表２：腹腔内膿瘍事例（令和元年度～令和3年11月）

年度別
農場 年齢

35 ５歳

36 ５歳

R２ 9 ５歳

34 ５歳

18 ５歳

36 ５歳
35 ５歳

34 ５歳

膿瘍の確認場所

椎骨

確認月日 主たる膿瘍所見 その他の所見

5月31日
左腹部に径70ｃｍ大の巨大膿瘍
右腹部に径20ｃｍ大の膿瘍

腹膜炎

11月8日
骨盤腔～左腹部に径40ｃｍ大の巨大膿瘍
白物と癒着

肺炎、心冠部脂肪
水腫、卵巣嚢腫、
膀胱炎

6月16日
腹腔～胸腔に巨大膿瘍充満
（腹水貯留）

5月17日 右腰部に径50ｃｍ大の巨大膿瘍
肺膿瘍、腎炎、小
腸炎

7月7日 右腹壁に径20ｃｍ大の膿瘍
肺炎、胸膜炎、実
質性肝炎、腹膜
炎、腹膜膿瘍

10月5日 腹腔内に径40ｃｍ大の巨大膿瘍 肺炎、腹膜炎
10月13日 骨盤～胸部に及ぶ大膿瘍

11月10日
右腰部～右腹壁・腹腔内に及ぶバスケットボー
ル大筋肉膿瘍

腎炎、腹膜炎、
右肘関節炎

年度別

例
数

枝肉の
形成部位

廃棄部位
膿汁汚染

事例
骨
盤
腔

R１ 261 88 90 83 30 217 229 29 

R２ 208 84 76 48 25 173 190 20 

R３ 137 53 61 23 11 124 135 9 

R１

R３
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７ と畜検査における再検査事例について

○齋藤吉之

１．概要

と畜検査における枝肉病変等の見逃しは、格付け段階や検印直前に発見されることが多

い。これはと畜解体作業がコンベア式の移動式解体レーン上で行われるようになり始めた

頃から発生している懸案とも言えるが、と畜検査員（以下「検査員」という。）として今

後とも直面するであろう課題でもある。

見逃しの原因としては様々な要因があるが、と畜場内の配管や設備配置等構造上の問題

や検査場所における検査員の立ち位置や移動の制限など検査場所周辺環境の物理的な誘因

が潜むことは、全国食肉衛生検査所協議会北海道・東北ブロック大会（H21.10.22 発表）
において指摘している。

当所が所管すると畜場は、対シンガポール輸出食肉認定施設であるが、対シンガポール

輸出食肉取扱要綱の別添３「第３ と畜検査員等による検証」には、「と畜処理速度の加

速による処理の不備、特定の動物の健康状態に鑑み、当該動物についてより詳細な検査を

要する等の理由により、現在のと畜処理速度では十分な検査が行えないと判断された場合

には、検査員はと畜処理速度を落とすよう要求する権限を有する」と記され、と畜の衛生

確保を担保するための検査員の権限が示されている。これにより、と畜検査における見逃

しを回避するために現行のと畜処理速度を調整するという選択肢もあるが、併設する食肉

処理場の作業の進捗や 1日の処理数量、製品配送時間などこれまでに構築されてきた体制
など諸事情から困難であると言わざるを得ない。

今回、直近の再検査事例を改めて検証するとともに、病変等見逃しに関するアンケート

調査等を実施したのでその概要を報告する。

２．材料と方法

平成 21 年度から記録を開始している「枝肉クレーム等対応記録簿」（以下、「記録簿」
という。）から、平成 28年度～令和 2年度の再検査事例を集計、評価を加えた。
令和 3年度現在、食肉衛生検査所に在籍している検査員に対するアンケート調査を実施

し、結果を取りまとめた。

また、と畜検査頭数、と畜検査体制、と畜解体作業の速度（解体処理レーンスピード）

を参考に再検査と検査員に対する作業負担の関連についても考察した。

３．結果

○再検査事例の状況

（１）月別再検査事例発生状況

平成 28年度～令和 2年度の状況は、表 1及び図 1のとおりであった。
月別比較で特徴的な傾向は見られなかったが、平成 28 年度、29 年度は、月 10 件以上
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の再検査が行われていた月もあり、枝肉クレームが頻発していた。

（２）再検査部位

再検査部位と再検査件数、再検査における再検査部位の割合は、表 2のとおりであった。
再検査を行った部位の 4割以上が、大腿部や腰部、臀部の筋肉量の多い部位であった。

次いで、胸部（肋間部）、脊椎（胸椎・腰椎・尾椎）が多かった。

（３）再検査事例の病変

病変のほとんどは膿瘍であったが、大腿部の骨組織過形成(1)や膝関節炎(3)、筋肉変性
(2)、骨折(3)も見られた。 ＊( )内は例数で、以下同じ。

大腿部の再検査では、通常検査で一度は膿瘍等を疑い検査刀による穿刺や部分切開を行

っていたが、その時には判明せず、格付け段階で当該部分から膿汁漏出が確認され、発見

に至った事例が 4例見られた。

（４）再検査事例の評価

再検査を実施した検査員が記録簿に記載したコメント等から当該病変の発見の難易度別

に「極めて困難」、「困難」、「容易」の３区分に分類した結果は、表 3のとおりであった。
「極めて困難」なものとしては、丁寧に触診しないとわからない大腿部膿瘍、視診や触

診でも気づきにくい腰部膿瘍、脊椎の椎間部を圧迫しないと確認できない腰椎膿瘍、また、

膿瘍の形成位置が低く、枝肉下方から覗き込まないと視線が届かない事例も含まれていた。

「困難」なものとしては、大腿部や臀部の深部膿瘍で外観では当該部分の隆起や膨張に

乏しく気づきにくい事例がほとんどであった。また、枝肉が動いたり揺れている場合には

見難いような小さな膿瘍などの事例も含まれていた。

「容易」なものには、②「同一枝肉に他の病変（関節炎、筋出血等）があり、一旦、枝

肉保留レーンに入れて当該病変の一部廃棄措置を済ませていた事例(20)」や③「他の枝肉
への措置や別の作業に気をとられ、検査が疎かになったと考えられた事例(5)」、①「一
度病変を疑い穿刺や部分切開を行っていた事例(4)」も含まれていた。再検査で発見が「容
易」と判断された事例のうち、上記理由①～③は、表 4のとおりで、概ね 2割程度含まれ
ていた。

○と畜検査関係

（１）と畜検査員

検査員一人あたりの 1日の検査頭数は、表 5のとおりで、年々僅かに増加している。
一方、検査員構成は再任用職員が増加し、定数内職員が減少している。

（２）検査体制

検査は、内臓検査 2名（赤物・白物）、枝肉検査（一次・最終）2名、頭部検査 1名の 5
名 1組がと畜場内、これ以外に場外（係留所）に生体検査 1名を配置して実施している。
枝肉検査は、と畜解体作業工程と検査場所設定及び検査時間の関係から一次と最終の２
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段階とし、重点的検査箇所の振り分けを行っている。

一次検査は、剥皮前（両大腿周辺は剥皮済み）・内臓摘出後・頭部切断前の段階で、外

皮の付いた枝肉を外貌（外観）検査及びと体内側と剥皮後の大腿部周辺を重点的に検査す

る。骨盤腔内膿瘍等を確認又は疑いのある場合には、枝肉ギャンブレルに赤色テープ（赤

札）を貼付して識別し、最終検査での精査のため枝肉を流す。

最終検査は、頭部切断・剥皮・背割り後の枝肉全体、脊柱割面、剥皮後の前腕～上腕部、

頸部周辺の重点的確認とともに赤札貼付枝肉の精査とともに必要に応じて措置を行う。

（３）と畜処理速度

解体処理レーン全体の流れは、1 時間あたり 140 頭前後に調整されており、枝肉を検査
員正面の所定の位置で検査できる時間は、一頭あたり約 23 秒あるが、確認すべき点が多
いと体は検査時間が長くなり、次のと体の検査時間が削られることもある。

この間に 1頭検査毎の手洗いと検査刀の洗浄消毒、必要に応じて病変等の記録と入力作
業を必要とする。

（４）検査員に対するアンケート調査結果［回答数９］

１）自身で枝肉のクレーム処理を経験したことがあるか［はい９／いいえ０］

クレーム申告された時の正直な感想（重複回答）は、自分のミスかもしれない(8)、自
分には全く心当たりがない(3)であった。
２）その見落としに心当たりがあった時の状況としては、次の項目が選択された。

①少し気になったが、つい流してしまった(3)、②後続又は手前の枝肉病変に気が向い
てしまい、目の前の枝肉への注意が疎かになってしまった(6)、③一時保留（赤札）枝肉
や検査終了枝肉の保留レーンへの出し入れ作業に気が向いてしまった(4)、④検査員の交
代時に検査済み枝肉の相互確認が取れていなかった(3)、その他(3)（考え事をしていた等）
３）検査環境（検査場所周辺）での改善を希望することはあるか［はい６／いいえ３］

具体的には、枝肉保留レーンへの移動が容易になるよう調整、枝肉保留レーンの構造

変更、検査スペースの拡張、枝肉懸吊レーンのガイドレールを最小限とし枝肉可動範囲

を拡大、枝肉の赤札等が確認しやすいように周囲配管の撤去など以前の発表で指摘した

事項に関する改善希望が記載されていた。

４．考察

見逃しを指摘された枝肉では、病変を直接目視できないもの、筋肉や脂肪の隆起や陥凹

等がわずかに見られたものなども含めほとんどが膿瘍で、その他に骨折、関節炎、筋肉変

性が見られた。指摘された病変確認により当該と畜に対する措置が一部廃棄から全部廃棄

に変更されるような事例はなかった。

再検査事例の評価において、発見が「容易」とされたものには、同一枝肉に他の病変（関

節炎等）があり、そちらの一部廃棄措置を済ませていた枝肉に見られた事例があったが、

検査（視診）はとかく目立つ病変に目を奪われがちであるが、それ以外の部分についても、
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慎重に検査する必要がある。一人の検査員が各と畜の生体から内臓、枝肉までのすべてを

検査していた時代と異なり、処理頭数の増加による検査の分業化（検査作業の細分化）が

起こり、部分検査に集中せざるを得なくなった弊害が起きていると思われた。また、病変

部の隆起等は、急速冷蔵などで脂肪が硬化したり、筋肉表面が乾燥し、締まった後で顕著

になる傾向があり、冷蔵前の検査では発見が容易でない面があることは否定できない。

アンケート調査では、見逃し理由として、「後続又は手前の枝肉病変に気が向いてしま

い、目の前の枝肉への注意が疎かになってしまった」が最も多く、次いで「一時保留（赤

札）枝肉や検査終了枝肉の保留レーンへの出し入れ作業に気が向いてしまった」、「検査

員の交代時に検査済み枝肉の相互確認が取れていなかった」などであったが、見逃しは、

と畜検査がコンベア式の移動解体レーン上で、常に枝肉が動いていることや解体レーンの

スピードが一定であっても、赤札貼付の対象となる枝肉は連続して流れてくることも多く、

均等の時間配分で検査できないこともあり、と畜 1頭当たりの検査の時間的制約も検査員
への心理的負担として大きいと思われた。検査員からは、物理的に見逃しを誘発する検査

場所周辺の環境改善を求める意見があったが、これらは実際の見逃し経験時の心当たりが

あった事例を想起させる内容でもあった。

再検査において膿瘍は、病変の及ぶ範囲がどの程度かを確認する必要があり、枝肉の格

付け等に影響を及ぼす場合もあるため、現在は検査員自身が再検査し措置等を実施してい

る。しかし、検査場所を埋める必要最小限の検査員数でと畜検査を行っていることに加え、

と畜場の外部検証や食肉輸出関連業務を行っていること、徐々に検査頭数が増加している

現状から、早急に検査員の負担軽減策を検討する必要があると考えられた。例えば再検査

においては、比較的小型の限局的膿瘍で、当該病変部分の周囲を含めたトリミング作業で

済む事例も多いことから、ある程度専門的な教育を受けた者に所謂トリマーとして当該部

分の切除と廃棄措置を代行させ、その記録を検査員が確認するという方法も考えられるの

ではないかと思われた。

令和 3 年 6 月からは、すべてのと畜場への HACCP に基づく衛生管理が導入されたが、
微生物制御の観点からは、枝肉との不必要な接触は極力避ける必要があり、検査員であっ

ても触診等の接触行為は最小限とするのが基本である。また、枝肉への検査刀の入刀等に

よる筋膜の損傷は、保管時の食肉の劣化速度を早めるため、必要最小限の範囲が望まれる。

病変の発見は、慎重な目視に加え、検査員の経験値とある種“直感”とも言える感覚的

な能力もあるが、職員の定期人事異動等による、新規と畜検査従事職員への検査技術の伝

承に加え、検査員個々人の自己研鑽は欠かせない。今回、再検査において発見が「極めて

困難」や「困難」と評価されたもの以外は、極力「０」に近づける必要があることから、

今後とも検査場所の死角等の情報共有と検査員相互の注意喚起、検査員それぞれの自己研

鑽、部分検査に陥らない総合的なと畜検査能力の向上を図る所内研修等取組を継続してい

きたい。

発表：令和 4.1.21 令和３年度秋田県保健環境業務研究発表会（誌上発表）



表１：月別再検査事例発生状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

H28 5 3 1 3 5 3 2 1 12 4 6 6 51 

H29 4 8 7 8 6 11 11 5 2 5 1 2 70 

H30 2 2 2 3 3 4 2 2 5 5 30 

H31 2 1 1 4 3 3 2 4 2 1 23 

R2 3 2 2 1 2 2 1 1 1 15 

表２：再検査部位 表３：再検査事例の評価

容易 困難 極めて困難

51 44 7 

51 24 10 5 5 4 3 割合（％） 86.3 13.7 0.0 

割合（％） 47.1 19.6 9.8 0.0 9.8 7.8 5.9 70 52 17 1 

70 33 9 2 1 8 15 2 割合（％） 74.3 24.3 1.4 

割合（％） 47.1 12.9 2.9 1.4 11.4 21.4 2.9 30 21 7 2 

30 12 6 5 4 1 2 割合（％） 70.0 23.3 6.7 

割合（％） 40.0 20.0 16.7 0.0 13.3 3.3 6.7 23 17 2 4 

23 15 3 1 1 3 割合（％） 73.9 8.7 17.4 

割合（％） 65.2 13.0 4.3 4.3 13.0 0.0 0.0 15 9 4 2 

15 7 4 1 3 割合（％） 60.0 26.7 13.3 

割合（％） 46.7 26.7 0.0 6.7 20.0 0.0 0.0 

表４：発見難易度「容易」事例の詳細 表5：検査員一人あたりの検査頭数

H28 118,997 249 478 12(0) 40 

H29 121,026 248 488 11(1) 44 

H30 121,782 250 487 10(1) 49 

H31 131,419 247 532 10(1) 53 

R2 133,484 250 534 10(2) 53 
(*専門員)は、再任用職員で内数

H28 44 1 6 3 10 22.7 

H29 52 1 11 12 23.1 

H30 21 1 2 2 5 23.8 

H31 17 0 0.0 

R2 9 1 1 2 22.2 

計 4 20 5 29 
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８ 比内地鶏の食鳥検査及び確認規程による措置比較と衛生教育について

○齋藤吉之 中田克平

１．概要

管内の食鳥処理場（H施設）は、平成 15年 12月に「食鳥処理の事業の規制及び食鳥検
査に関する法律（以下、「食鳥処理法」という。）」に基づく事業許可を取得し、同時に、

確認規程の承認により、認定小規模食鳥処理場（以下「認定施設」という。）として事業

を行ってきた。取り扱っていた比内地鶏の販売が好調であったことから、年間 30 万羽を
超える処理を見込み、平成 19 年度に確認規程を廃止、一般食鳥処理場（以下「大規模施
設」という。）として平成 20年度から食鳥検査を実施してきた。しかし、処理羽数が伸び
悩んだことに加え、その後の景気低迷や新型コロナウィルス感染症の影響で一時大量の在

庫を抱えたことや、大規模施設における外部検証の実施を控えていたなど、諸般の事情か

ら再び確認規程の承認を受け、令和 3年 4月から認定施設として事業を継続している。
今回、H施設で 13年間行われた比内地鶏の食鳥検査状況を取りまとめ、全国統計（＊）

と比較するとともに、同施設において再開された確認規程に基づく確認後の措置（措置 B）
と食鳥検査の結果に基づく措置（措置 A）等の比較を行い、これまで当所で実施してきた
衛生教育について考察を加えた。

（＊）厚生労働統計「食肉検査等情報還元調査」ﾌﾞﾛｲﾗｰ

２．材料と方法

秋田県内で処理された比内地鶏を対象に、食鳥検査による措置状況、認定施設での確認

規程に基づく確認後の措置状況、全国統計（ﾌﾞﾛｲﾗｰ）の状況を整理、比較した。

さらに、これまで実施した食鳥処理衛生講習の内容等を改めて確認した。

（１）食鳥検査状況（平成 20年度～令和 2年度）
H施設において実施された食鳥検査後の措置状況を取りまとめ、全国統計と比較した。

（２）確認規程に基づく確認後の措置状況（平成 20年度～令和 2年度）
H 施設を除く認定施設における確認規程に基づく確認後の措置状況を取りまとめた。

（３）食鳥検査後の措置（措置 A）と認定施設における確認規程に基づく確認後の措置（措
置 B）の状況

H 施設における食鳥検査（平成 20 年度～令和 2 年度）と確認規程に基づく確認後の
措置状況（令和 3年.4月～ 11月）を比較した。

（４）衛生教育の状況（平成 17年度～令和 2年度）
食鳥処理衛生講習の実施状況と講習内容、また、食鳥処理衛生管理者（以下「管理者」

という。）の配置状況等を取りまとめた。



- 59 -

３．結果及び考察

（１）H施設及び全国統計の食鳥検査に基づく措置理由（表１）［資料 1及び 2参照］
H 施設における比内地鶏の検査結果と全国統計（ﾌﾞﾛｲﾗｰ）の検査結果に大きな違いは

見られなかったが、飼養形態がともに平飼いであることがその理由と考えられる。全部

廃棄措置の理由として、どちらも「マレック病」や「大腸菌症」などの感染性疾病が他

の疾病に比べ圧倒的に多かったが、全国統計で確認された「ブドウ球菌症」や「伝染性

コリーザ」、「サルモネラ症」などは、H施設では確認されなかった。
その他の疾病は、全国統計では、代謝障害である腹水症が全部廃棄の 15 ％前後を占

めていたが、H 施設では極わずかであった。腹水症の発生には、環境や飼育管理の要因
が指摘されており、平成 20 年度に導入された「秋田県比内地鶏ブランド認証制度」に
より比内地鶏が飼育密度を含む一定の飼育環境（飼養管理マニュアル）で適切に管理さ

れていたことがその理由と考えられる。炎症は、全国統計では 12 ％前後を占めていた
が、H 施設では、数値にバラツキが見られ、令和に入ると 20 ％前後に上昇していた。
なお、H施設では、平成 28年度まで削痩及び発育不良の割合が高かったが、これは「と
さつ禁止」措置との判断が難しい個体が多かったためと推察される。

表１：H施設及び全国統計の食鳥検査に基づく措置理由
H施設 全国統計

比内地鶏（H20～ R2） ブロイラー（含む地鶏）（H20～ R2）
ウィルス １．マレック病 １．マレック病

・クラミ ２．鶏白血病 ２．鶏白血病

ジア病 ３．その他

１．大腸菌症 １．大腸菌症

細菌病 ２．ブドウ球菌症

３．伝染性コリーザ又はサルモネラ症

その他 １．削痩及び発育不良 又は 炎症 １．腹水症

の疾病 ２．放血不良 ２．炎症

３．湯漬過度 ３．変性 又は 削痩及び発育不良

（２）食鳥検査及び確認規程に基づく措置率（表２）［資料 3及び 4参照］
全国統計に比べ H 施設の全部廃棄の措置率が低いのは、比内地鶏の飼養羽数が管理

マニュアルで一定程度制限され、ブロイラーのような大規模飼養が行われないため衛生

管理状態が良好であったこと、また、出荷の際、健康個体を選別していた可能性も考え

られた。

H 施設においては、措置 A と措置 B に大きな違いは見られず、食鳥検査の特例は、
概ね適切に運用されていると考えられた。【下表：措置概要】

措置 Aの場合、県から食鳥処理場に派遣される食鳥検査員が検査を実施（本県では、
食鳥検査員監督の下、施設に所属する管理者が確認）していたが、措置 B の場合、施
設の管理者に確認作業のすべてを委ねることになるため、廃棄率に違いが見られる可能

性が懸念されたが、その心配は杞憂に終わった。
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１）食鳥検査後の措置率【措置 A概要】
調 査 対 象 H施設 全国統計

調 査 期 間 H20～ R2 H20～ R2
食 鳥 種 別 比内地鶏 ﾌﾞﾛｲﾗ（ー地鶏を含む）

と殺禁止 0 0.35 ～ 0.56
措置率（％） 全部廃棄 0.15 ～ 0.80 0.78 ～ 1.05

一部廃棄 0.61～ 4.52 2.13 ～ 3.07
２）確認規程に基づく確認後の措置率【措置 B概要】

調 査 対 象 H施設以外の認定施設 H施設
調 査 期 間 H20～ R2 令和 3年 4～ 11月
食 鳥 種 別 比内地鶏 比内地鶏

異常の有無の確 全部廃棄 0.73 ～ 1.68 0.07 ～ 0.40
認措置率（％） 一部廃棄 0.23 ～ 3.10 0.89 ～ 1.49

H 施設と H 施設以外の認定施設との措置 B における措置状況は、H 施設において全
部廃棄措置率が低い傾向が見られたが、これは、食鳥の搬入農家が異なることもあり、

ブランド認証制度における飼養管理マニュアルの履行度合いの違いが関係している可能

性がある。また、生体の状況で廃棄とされた措置率が、H施設以外の認定施設（0.03～
0.07%）に比べて H施設（0.00～ 0.03%）が低い理由ともなる。

（３）食鳥処理衛生管理講習の実施及び管理者の配置状況（表３）

平成 17年度～令和 2年度に実施した講習及び管理者の配置は表３のとおりであった。
平成 20 年度からは、新規に配置される管理者の増加に合わせ講習内容を家禽疾病（異
常の確認）に重点を置き、令和元年度以降は、HACCP に沿った衛生管理の導入に関す
る事項を重点的に行ってきた。受講者には、食鳥処理場の作業従事者も含まれていた

が、食鳥処理における家禽疾病の排除作業の理解促進にも役立っていると思われた。

４．まとめ

H 施設については、平成 20 年度に大規模施設として食鳥検査を開始した際、検査開始
前３年間の確認規程に基づく措置（措置 B）との比較調査を行い、変更後の措置 A では
全部廃棄、一部廃棄ともに著しく増加したことから、管理者に対する更なる教育強化が必

要と結論づけた（H21.2.6 秋田県保健環境業務研究発表会）。その後、調査結果と新規に配
置された管理者の増加傾向を踏まえ、管理者、事業者等に対する家禽疾病排除のための技

術的助言とともに、平成 20 年度からの講習では確認規程の適切な運用に重点を置いた指
導内容としてきたが、今回の結果から、食鳥処理で確認される疾病や病変等の知識は一定

程度管理者に浸透したものと考えられた。

令和 3 年 6 月からは、改正食鳥処理法の完全施行により HACCPに沿った衛生管理の運
用が開始されたことから、事業者への指導の重点も検証作業に移行している。事業者及び

管理者等への指導、衛生教育により、法律の趣旨である家禽疾病の排除と衛生的取り扱い

の徹底を図り、引き続き安全・安心な食鳥肉等の提供に努めたい。

発表：令和 4.1.21 令和３年度秋田県保健環境業務研究発表会（誌上発表）



表２：食鳥検査及び確認規程に基づく措置率

禁止 全部廃棄 一部廃棄 禁止 全部廃棄 一部廃棄 全部廃棄
うち

生体の状況
で廃棄した数

一部廃棄 全部廃棄
うち

生体の状況
で廃棄した数

一部廃棄 備考

H17 0.04 0.02 0.23 
H18 0.07 0.03 0.19 
H19 0.04 0.01 0.27 
H20 0 0.15 0.61 0.47 0.78 2.85 0.73 0.05 0.34 
H21 0 0.29 0.86 0.48 0.80 2.94 1.00 0.03 0.34 
H22 0 0.35 4.52 0.56 0.90 3.07 1.43 0.05 0.37 
H23 0 0.36 4.34 0.49 0.83 2.69 1.11 0.03 1.34 
H24 0 0.61 3.22 0.42 0.80 2.60 1.32 0.05 1.83 
H25 0 0.49 2.49 0.38 0.90 2.63 1.15 0.04 1.36 
H26 0 0.67 1.90 0.37 0.90 2.65 1.09 0.04 1.65 
H27 0 0.80 1.98 0.35 0.94 2.54 1.18 0.05 3.10 
H28 0 0.55 2.23 0.40 1.00 2.60 1.07 0.05 1.96 
H29 0 0.48 2.86 0.40 0.99 2.63 1.10 0.04 1.33 
H30 0 0.41 2.28 0.40 0.96 2.13 0.96 0.04 1.02 
R1 0 0.55 2.76 0.37 0.94 2.22 1.08 0.07 0.61 
R2 0 0.44 2.22 0.39 1.05 2.52 1.68 0.07 0.23 

R3
0.07
  ～ 0.40

0.00 
0.89
～　1.49

確認規程再適用
後の措置状況
（4～11月）

措置率 0 
 0.15
   ～ 0.80

 0.61 
   ～ 4.52

 0.35
 ～ 0.56

 0.78
   ～ 1.05

 2.13
   ～ 3.07

 0.73
   ～ 1.68

 　0.03
   　～ 0.07

 0.23
   ～ 3.10

措置率
（平均）

0 0.47 2.48 0.42 0.91 2.62 1.15 0.05 1.19 

表３：食鳥処理衛生管理講習の実施及び食鳥処理衛生管理者の配置状況

食
鳥
検
査
法
令

処
理
場
の
衛
生
管
理

異
常
の
確
認

（
家
禽
疾
病

）

食
鳥
肉
の
衛
生

（
取
扱
い
・
食
中
毒

）

H
A
C
C
P

指定
講習
修了者

うち
新規
配置

畜産学
修了者

獣医師
年度末
合計

H17 34 2 50 ○ ○ ○ 82 1 1 84 
H18 33 2 40 ○ ○ ○ 75 3 1 1 77 
H19 33 2 29 ○ 78 5 1 1 80 
H20 32 1 24 ○ ○ 77 1 1 2 80 
H21 32 3 92 ○ ○ ○ 85 8 1 2 88 
H22 29 1 32 ○ ○ ○ 89 6 1 1 91 
H23 30 4 104 ○ ○ ○ 81 2 1 1 83 
H24 30 3 113 ○ ○ ○ 86 2 1 1 88 
H25 28 3 108 ○ ○ 85 7 1 1 87 
H26 27 4 116 ○ ○ 81 1 82 
H27 26 4 98 ○ ○ 83 5 1 84 
H28 23 5 125 ○ ○ 73 73 
H29 23 4 73 ○ ○ 69 1 69 
H30 22 4 80 ○ ○ ○ 66 66 
R1 20 4 72 ○ ○ ○ 62 62 
R2 20 3 20 ○ ○ ○ 50 6 50 

【備考】 令和2年度は、新型コロナウィルス感染症対策で受講人数を絞り込んで開催。
令和3年度は、新型コロナウィルス感染症対策のため講習は開催していない。（11月末現在）

食鳥検査 　／　措置A 確認規程による確認　／　措置B

H施設 全国統計 H施設以外の認定施設 H施設
比内地鶏 ブロイラー（地鶏を含む） 比内地鶏 比内地鶏

講習内容 食鳥処理衛生管理者配置数

　　 区分

年度
【参考】食鳥検
査開始前3年間
の措置状況

年度

稼働中
の全施
設数

実施
回数

受講
者数
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,
4
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4
 

4
7
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1
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,
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2
4
,
3
8
8
 

禁
止

全
部

廃
棄

割
合

一
部

廃
棄

禁
止

全
部

廃
棄

割
合

一
部

廃
棄

禁
止

全
部

廃
棄

割
合

一
部

廃
棄

禁
止

全
部

廃
棄

割
合

一
部

廃
棄

禁
止

全
部

廃
棄

割
合

一
部

廃
棄

禁
止

全
部

廃
棄

割
合

一
部

廃
棄

2
,
5
2
2
,
5
2
5
 
5
,
9
7
6
,
1
7
7
 

1
7
,
4
5
3
,
0
1
0
 
2
,
7
8
7
,
3
7
3
 
5
,
2
5
3
,
9
0
3
 

1
7
,
1
0
2
,
2
9
6
 
3
,
1
2
7
,
0
2
3
 
5
,
3
0
7
,
9
7
5
 

1
7
,
2
1
2
,
4
4
9
 
3
,
5
6
2
,
1
6
8
 
5
,
6
7
0
,
0
8
2
 

1
9
,
3
5
8
,
1
4
3
 
3
,
0
6
7
,
6
0
8
 
5
,
1
3
2
,
9
5
1
 

1
8
,
8
9
5
,
1
6
5
 
3
,
0
1
6
,
6
9
7
 
5
,
0
0
9
,
9
7
4
 

1
8
,
2
9
8
,
5
9
6
 

0
.
3
8
 

0
.
9
0
 

2
.
6
3
 

0
.
4
2
 

0
.
8
0
 

2
.
6
0
 

0
.
4
9
 

0
.
8
3
 

2
.
6
9
 

0
.
5
6
 

0
.
9
0
 

3
.
0
7
 

0
.
4
8
 

0
.
8
0
 

2
.
9
4
 

0
.
4
7
 

0
.
7
8
 

2
.
8
5
 

鶏
痘

3
 

伝
染

性
気

管
支

炎
伝

染
性

喉
頭

気
管

炎
ニ

ュ
ー

カ
ッ

ス
ル

病
鶏

白
血

病
2
3
 

1
 

6
 

2
7
 

封
入

体
肝

炎
2
 

5
 

マ
レ

ッ
ク

病
6
0
7
 

4
9
,
4
1
1
 

0
.
8
 

8
0
4
 

7
7
,
6
8
4
 

1
.
5
 

1
0
3
 

4
7
,
5
8
2
 

0
.
9
 

5
5
8
 

4
1
,
2
2
7
 

0
.
7
 

4
,
6
3
3
 

1
2
7
,
4
8
6
 

2
.
5
 

3
,
6
4
1
 

1
8
5
,
5
1
0
 

3
.
7
 

そ
の

他
8
1
 

1
7
 

2
1
 

1
 

2
5
 

2
 

5
3
9
 

6
8
0
 

大
腸

菌
症

2
2
,
7
7
5
 

2
,
8
5
5
,
8
1
1
 

4
7
.
8
 

2
9
,
5
7
7
 

2
,
4
2
1
,
1
0
0
 

4
6
.
1
 

2
6
,
2
0
6
 

2
,
5
1
6
,
5
8
9
 

4
7
.
4
 

1
8
,
2
6
3
 

2
,
7
0
0
,
0
6
0
 

4
7
.
6
 

2
3
,
7
4
4
 

2
,
5
3
1
,
2
3
3
 

4
9
.
3
 

2
7
,
5
5
9
 

2
,
3
2
8
,
0
8
3
 

4
6
.
5
 

伝
染

性
コ

リ
ー

ザ
7
,
8
2
9
 

5
6
4
 

0
 

サ
ル

モ
ネ

ラ
症

2
1
4
 

3
2
0
 

8
2
8
 

1
,
9
9
9
 

6
1
9
 

5
7
8
 

ブ
ド

ウ
球

菌
症

7
2
6
 

6
,
9
5
8
 

0
.
1
 

3
8
5
 

1
3
,
4
5
3
 

2
6
2
 

1
4
,
3
7
5
 

1
4
2
 

1
4
,
6
1
8
 

2
3
 

1
5
,
5
0
9
 

2
1
 

1
3
,
5
1
0
 

そ
の

他
2
8
 

1
 

1
0
6
 

7
4
3
 

毒
血

病
3
6
0
 

6
 

1
3
9
 

2
5
6
 

1
7
4
 

2
0
2
 

2
4
3
 

7
4
4
 

膿
毒

症
1
5
6
 

1
5
6
 

3
3
 

3
2
7
 

4
 

5
9
0
 

3
 

8
9
2
 

3
5
 

6
6
1
 

6
6
 

3
9
6
 

敗
血

症
8
9
7
 

1
0
4
,
4
2
9
 

7
4
8
 

9
5
,
0
7
9
 

2
7
1
 

1
0
6
,
4
5
1
 

2
.
0
 

3
,
7
1
3
 

1
0
4
,
2
2
9
 

1
.
8
 

5
,
3
7
7
 

1
0
9
,
2
9
1
 

5
,
5
0
3
 

1
1
2
,
5
6
3
 

2
.
2
 

真
菌

症
7
 

1
 

1
6
 

3
 

3
 

5
4
 

1
0
 

原
虫

病
(
ﾄ
ｷ
ｿ
ﾌ
ﾟ
ﾗ
ｽ
ﾞ
ﾏ
病

を
除

く
)

1
1
7
 

1
7
,
9
8
5
 

1
4
,
2
4
9
 

2
1
,
5
0
0
 

5
5
 

2
8
,
3
0
4
 

3
4
,
6
7
2
 

4
3
,
0
8
4
 

寄
生

虫
病

5
6
 

1
8
 

2
7
 

4
2
4
 

1
 

7
 

5
 

2
 

5
 

5
0
 

変
性

2
8
0
,
8
2
6
 

5
4
7
,
3
4
6
 

9
.
2
 

8
6
0
,
6
5
2
 

3
0
4
,
8
3
4
 

4
8
6
,
0
7
7
 

9
.
3
 

9
3
0
,
6
4
5
 

3
5
3
,
6
2
8
 

4
8
9
,
3
1
0
 

9
.
2
 

9
6
9
,
3
6
5
 

3
3
2
,
0
3
9
 

4
9
0
,
5
8
2
 

8
.
7
 

1
,
1
1
5
,
8
6
3
 

2
8
0
,
7
5
6
 

3
8
0
,
9
2
7
 

7
.
4
 

1
,
1
3
2
,
5
5
2
 

2
2
3
,
4
1
6
 

3
8
5
,
7
1
4
 

7
.
7
 

9
8
2
,
4
7
2
 

尿
酸

塩
沈

着
症

2
 

1
,
8
9
3
 

1
6
,
3
6
9
 

8
6
3
 

2
0
5
 

7
6
 

2
1
 

4
4
 

4
9
 

8
9
 

1
3
,
5
1
3
 

3
,
9
7
5
 

水
腫

1
7
2
 

3
2
0
 

2
,
2
7
3
 

1
1
0
 

3
1
5
 

2
,
4
5
7
 

3
0
1
 

3
5
9
 

1
4
,
9
6
6
 

1
1
5
 

1
,
1
4
6
 

1
2
,
5
3
8
 

1
2
0
 

8
1
0
 

3
0
,
7
9
1
 

3
3
4
 

1
9
8
 

1
2
,
1
1
9
 

腹
水

症
4
1
1
,
3
4
4
 

9
3
8
,
5
5
2
 

1
5
.
7
 

3
9
5
,
4
4
0
 

8
2
7
,
4
9
1
 

1
5
.
8
 

3
5
1
,
8
0
2
 

7
0
2
,
7
5
3
 

1
3
.
2
 

4
0
0
,
0
1
0
 

7
7
3
,
7
8
2
 

1
3
.
6
 

2
6
4
,
4
1
2
 

5
4
2
,
7
7
9
 

1
0
.
6
 

2
1
4
,
3
0
7
 

4
9
7
,
9
7
3
 

9
.
9
 

出
血
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8
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6
1
9
 

7
9
,
1
3
0
 

1
,
7
8
9
,
4
4
8
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0
,
3
5
4
 

8
9
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6
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1
,
5
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6
8
7
 

1
9
,
4
6
6
 

9
3
,
2
2
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1
,
1
4
7
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7
7
4
 

2
1
,
7
3
0
 

7
4
,
3
2
0
 

8
9
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,
2
4
1
 

1
9
,
5
7
9
 

1
0
9
,
8
5
3
 

2
.
1
 

8
0
9
,
7
9
5
 

1
9
,
5
3
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1
1
0
,
2
7
0
 

1
,
1
7
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,
9
6
5
 

炎
症

1
5
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,
4
8
1
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2
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1
0
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.
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及
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発
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漬

過
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他
1
5
,
3
7
3
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7
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1
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7
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7
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1
9
2
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,
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2
2
,
5
2
5
 

5
,
9
7
6
,
1
7
7
 

4
6
.
9
 

1
7
,
4
5
6
,
1
3
4
 

2
,
7
8
7
,
3
7
3
 

5
,
2
5
3
,
9
0
3
 

4
7
.
5
 

1
7
,
1
0
7
,
2
9
2
 

3
,
1
2
7
,
0
4
9
 

5
,
3
0
7
,
9
7
5
 

4
6
.
9
 

1
7
,
2
1
8
,
7
1
5
 

3
,
5
6
3
,
1
7
7
 

5
,
6
7
0
,
0
0
0
 

4
7
.
5
 

1
8
,
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7
6
,
6
5
4
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,
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9
6
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3
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9
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.
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9
7
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1
1
,
8
3
4
 

4
4
.
0
 

1
8
,
2
8
6
,
4
9
0
 

項
目

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令
和

2
年

度
令

和
元

年
度

平
成

3
0
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
2
8
年

度
平

成
2
7
年

度
平

成
2
6
年

度

検
査

羽
数

7
3
4
,
9
4
4
,
6
9
8
 

7
2
9
,
7
6
6
,
2
9
4
 

7
1
2
,
1
3
1
,
8
9
9
 

6
6
9
,
9
7
5
,
8
5
0
 

6
8
8
,
7
1
0
,
2
6
4
 

6
9
4
,
0
2
4
,
8
4
7
 

6
7
1
,
9
0
2
,
2
1
4
 

措
置

区
分

処
分

羽
数

措
置

割
合

（
％

）

廃
棄

措
置

件
数

項
目

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成

2
5
年

度
平

成
2
4
年

度
平

成
2
3
年

度
平

成
2
2
年

度
平

成
2
1
年

度
平

成
2
0
年

度

検
査

羽
数

6
6
2
,
7
6
6
,
5
3
9
 

6
5
8
,
3
0
0
,
8
1
5
 

6
4
0
,
3
9
5
,
1
2
5
 

6
3
0
,
5
2
6
,
7
9
3
 

6
4
1
,
6
0
9
,
3
5
6
 

6
4
1
,
2
0
9
,
8
9
4
 

措
置

区
分

処
分

羽
数

措
置

割
合

（
％

）

廃
棄

措
置

件
数

細  菌 細  菌

ク ラ ミ ジ ア

ウ イ ル ス ・

そ の 他 の 疾 病

ク ラ ミ ジ ア

ウ イ ル ス ・

そ の 他 の 疾 病
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資
料
３
：
確
認
規
程
に
基
づ
く
確
認
羽
数
及
び
措
置
状
況
（
H
施
設
を
除
く
認
定
小
規
模
施
設
）
（
H
2
0
～
R
2
）

R
2

発
生

率
及

び
措

置
割

合
R
1

発
生

率
及

び
措

置
割

合
H
3
0

発
生

率
及

び
措

置
割

合
H
2
9

発
生

率
及

び
措

置
割

合
H
2
8

発
生

率
及

び
措

置
割

合
H
2
7

発
生

率
及

び
措

置
割

合
H
2
6

発
生

率
及

び
措

置
割

合
H
2
5

発
生

率
及

び
措

置
割

合
H
2
4

発
生

率
及

び
措

置
割

合
H
2
3

発
生

率
及

び
措

置
割

合
H
2
2

発
生

率
及

び
措

置
割

合
H
2
1

発
生

率
及

び
措

置
割

合
H
2
0

発
生

率
及

び
措

置
割

合

稼
働

施
設

数
2
8
4
,
7
1
7
 

1
5

 
3
1
7
,
5
0
0
 

1
5

 
3
1
7
,
6
6
5
 

1
6

3
1
7
,
8
5
2
 

1
6

2
7
7
,
1
9
0
 

1
7

3
2
0
,
5
7
8
 

1
9

3
3
7
,
0
1
3
 

1
9

3
4
1
,
4
8
6
 

2
1

3
1
9
,
0
0
0
 

2
0

3
2
0
,
1
3
0
 

2
0

3
1
4
,
7
5
0
 

1
9

3
8
9
,
4
0
2
 

2
4

4
6
9
,
1
4
7
 

2
0

生
体

の
状

況
廃

 
 
棄

2
1
2
 

0
.
0
7
 

2
0
8
 

0
.
0
7
 

1
2
8
 

0
.
0
4
 

1
2
8
 

0
.
0
4
 

1
3
3
 

0
.
0
5
 

1
6
4
 

0
.
0
5
 

1
2
0
 

0
.
0
4
 

1
3
3
 

0
.
0
4
 

1
5
8
 

0
.
0
5
 

1
0
2
 

0
.
0
3
 

1
5
0
 

0
.
0
5
 

1
0
2
 

0
.
0
3
 

2
5
8
 

0
.
0
5
 

全
部

廃
棄

4
,
2
8
4
 

1
.
5
0
 

2
,
9
9
0
 

0
.
9
4
 

2
,
7
8
1
 

0
.
8
8
 

3
,
1
3
8
 

0
.
9
9
 

2
,
6
7
5
 

0
.
9
7
 

3
,
4
6
3
 

1
.
0
8
 

3
,
2
7
4
 

0
.
9
7
 

3
,
2
7
3
 

0
.
9
6
 

3
,
6
0
0
 

1
.
1
3
 

2
,
9
7
1
 

0
.
9
3
 

3
,
5
0
4
 

1
.
1
1
 

2
,
5
4
2
 

0
.
6
5
 

2
,
4
8
2
 

0
.
5
3
 

一
部

廃
棄

4
4
5
 

1
,
5
6
6
 

2
,
7
3
2
 

2
,
0
2
6
 

2
,
1
3
5
 

3
,
6
1
2
 

2
,
8
2
1
 

1
,
3
3
6
 

5
3
8
 

1
6
6
 

1
7
6
 

4
1
4
 

7
1
1
 

体
壁

内
側

面
の

状
況

全
部

廃
棄

2
7
5
 

0
.
1
0
 

2
2
2
 

0
.
0
7
 

1
2
6
 

0
.
0
4
 

2
3
3
 

0
.
0
7
 

1
5
5
 

0
.
0
6
 

1
6
5
 

0
.
0
5
 

2
7
4
 

0
.
0
8
 

5
1
5
 

0
.
1
5
 

4
5
2
 

0
.
1
4
 

4
9
1
 

0
.
1
5
 

8
3
5
 

0
.
2
7
 

1
,
2
3
2
 

0
.
3
2
 

6
7
8
 

0
.
1
4
 

当
該

臓
器

の
み

廃
棄

1
0
1
 

1
8
2
 

3
2
3
 

2
,
1
3
3
 

3
,
2
3
4
 

6
,
2
5
9
 

2
,
5
5
6
 

3
,
2
0
2
 

5
,
2
6
8
 

4
,
1
0
3
 

9
8
2
 

9
0
1
 

7
4
1
 

内
臓

全
部

廃
 
 
 
 
棄

1
0
5
 

0
.
0
4
 

1
8
8
 

0
.
0
6
 

1
9
2
 

0
.
0
6
 

7
2
 

0
.
0
2
 

5
8
 

0
.
0
2
 

6
7
 

0
.
0
2
 

1
9
8
 

0
.
0
6
 

1
2
2
 

0
.
0
4
 

4
5
 

0
.
0
1
 

2
4
 

0
.
0
1
 

1
7
 

0
.
0
1
 

1
5
 

0
.
0
0
 

1
5
6
 

0
.
0
3
 

全
部

廃
棄

4
,
7
7
1
 

1
.
6
8
 

3
,
4
2
0
 

1
.
0
8
 

3
,
0
3
5
 

0
.
9
6
 

3
,
4
9
9
 

1
.
1
0
 

2
,
9
6
3
 

1
.
0
7
 

3
,
7
9
2
 

1
.
1
8
 

3
,
6
6
8
 

1
.
0
9
 

3
,
9
2
1
 

1
.
1
5
 

4
,
2
1
0
 

1
.
3
2
 

3
,
5
6
4
 

1
.
1
1
 

4
,
4
8
9
 

1
.
4
3
 

3
,
8
7
6
 

1
.
0
0
 

3
,
4
1
8
 

0
.
7
3
 

一
部

廃
棄

6
5
1
 

0
.
2
3
 

1
,
9
3
6
 

0
.
6
1
 

3
,
2
4
7
 

1
.
0
2
 

4
,
2
3
1
 

1
.
3
3
 

5
,
4
2
7
 

1
.
9
6
 

9
,
9
3
8
 

3
.
1
0
 

5
,
5
7
5
 

1
.
6
5
 

4
,
6
6
0
 

1
.
3
6
 

5
,
8
5
1
 

1
.
8
3
 

4
,
2
9
3
 

1
.
3
4
 

1
,
1
7
5
 

0
.
3
7
 

1
,
3
3
0
 

0
.
3
4
 

1
,
6
0
8
 

0
.
3
4
 

※
稼

働
施

設
数

は
、

当
該

年
度

内
に

比
内

地
鶏

を
処

理
し

た
施

設
総

数
（

取
り

扱
い

の
な

か
っ

た
施

設
は

除
外

）
。

＜
H
施

設
を

除
く

認
定

小
規

模
施

設
総

括
＞

※
※

大
規

模
施

設
が

稼
働

し
、

平
成

2
0
年

度
か

ら
H
施

設
は

別
集

計
と

な
っ

て
い

る
（

食
鳥

検
査

開
始

）
。

・
比

内
地

鶏
を

処
理

す
る

認
定

小
規

模
施

設
は

、
平

成
2
4
年

度
の

2
4
施

設
を

ピ
ー

ク
に

減
少

し
、

令
和

2
年

度
で

は
1
5
施

設
と

な
っ

た
。

・
生

体
の

状
況

か
ら

廃
棄

と
な

っ
た

も
の

は
0
.
0
3
～

0
.
0
7
％

で
、

ほ
ぼ

一
定

の
割

合
で

廃
棄

さ
れ

て
い

る
。

・
体

表
の

状
況

か
ら

全
部

廃
棄

と
な

っ
た

も
の

は
、

0
.
5
3
～

1
.
5
0
％

。
・

体
壁

内
側

面
の

状
況

か
ら

全
部

廃
棄

と
な

っ
た

も
の

は
、

0
.
0
4
～

0
.
3
2
％

。
・

全
体

の
措

置
割

合
は

、
全

部
廃

棄
が

0
.
7
3
～

1
.
6
8
％

で
、

一
部

廃
棄

が
0
.
2
3
～

3
.
1
0
％

。
・

令
和

2
年

度
の

全
部

廃
棄

措
置

の
割

合
は

1
.
6
8
％

と
最

大
で

あ
っ

た
が

、
こ

れ
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

症
の

全
国

的
拡

大
に

よ
り

緊
急

事
態

宣
言

等
で

極
端

に
低

迷
し

た
消

費
動

向
が

一
定

の
影

響
を

与
え

た
可

能
性

は
否

定
で

き
な

い
。

・
ま

た
、

生
体

の
状

況
で

廃
棄

さ
れ

た
割

合
が

、
令

和
元

年
度

と
令

和
2
年

度
で

上
昇

し
て

い
る

の
も

、
同

様
の

理
由

か
ら

と
考

え
ら

れ
る

。
・

措
置

率
に

つ
い

て
は

、
一

部
廃

棄
は

、
食

鳥
検

査
（

措
置

A
）

の
方

が
確

認
規

程
に

よ
る

確
認

（
措

置
B
)
よ

り
高

く
、

逆
に

、
全

部
廃

棄
は

、
措

置
B
の

方
が

措
置

A
よ

り
も

高
い

印
象

。

資
料
４
：
確
認
規
程
に
基
づ
く
確
認
羽
数
及
び
措
置
状
況
（
H
施
設
）
（
R
3
.
4
月
～
1
1
月
）

4
月

発
生

率
及

び
措

置
割

合
5
月

発
生

率
及

び
措

置
割

合
6
月

発
生

率
及

び
措

置
割

合
7
月

発
生

率
及

び
措

置
割

合
8
月

発
生

率
及

び
措

置
割

合
9
月

発
生

率
及

び
措

置
割

合
1
0
月

発
生

率
及

び
措

置
割

合
1
1
月

発
生

率
及

び
措

置
割

合

8
,
5
2
8
 

1
0
,
8
7
0
 

1
3
,
6
1
3
 

1
6
,
1
6
1
 

1
4
,
8
6
8
 

1
5
,
5
0
1
 

1
6
,
7
7
7
 

1
7
,
6
4
5
 

生
体

の
状

況
廃

 
 
棄

0
 

0
.
0
0
 

0
 

0
.
0
0
 

0
 

0
.
0
0
 

0
 

0
.
0
0
 

0
 

0
.
0
0
 

0
 

0
.
0
0
 

0
 

0
.
0
0
 

0
 

0
.
0
0
 

全
部

廃
棄

1
4
 

8
 

2
0
 

2
3
 

3
0
 

6
2
 

4
0
 

1
8
 

一
部

廃
棄

7
6
 

1
4
1
 

1
3
2
 

1
3
7
 

1
4
2
 

1
3
1
 

1
5
0
 

1
5
7
 

体
壁

内
側

面
の

状
況

全
部

廃
棄

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

当
該

臓
器

の
み

廃
棄

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

内
臓

全
部

廃
　

　
棄

2
1
 

3
3
 

4
3
 

4
1
 

3
3
 

1
8
 

2
8
 

全
部

廃
棄

1
4
 

0
.
1
6
 

8
 

0
.
0
7
 

2
0
 

0
.
1
5
 

2
3
 

0
.
1
4
 

3
0
 

0
.
2
0
 

6
2
 

0
.
4
0
 

4
0
 

0
.
2
4
 

1
8
 

0
.
1
0
 

一
部

廃
棄

7
6
 

0
.
8
9
 

1
6
2
 

1
.
4
9
 

1
6
5
 

1
.
2
1
 

1
8
0
 

1
.
1
1
 

1
8
3
 

1
.
2
3
 

1
6
4
 

1
.
0
6
 

1
6
8
 

1
.
0
0
 

1
8
5
 

1
.
0
5
 

＜
食

鳥
検

査
時

と
の

措
置

比
較

＞

　
　

　
　

　
　

　
　

 
 
年

度
別  
項

 
目 確
認

羽
数

（
比

内
地

鶏
）

　
　

　
　

　
　

　
　

 
 
　

月
別  
項

 
目

確
認

羽
数

・
H
2
0
～

R
2
の

食
鳥

検
査

に
よ

る
全

部
廃

棄
措

置
は

0
.
1
5
～

0
.
8
0
％

、
一

部
廃

棄
措

置
は

0
.
6
1
～

4
.
5
2
％

で
、

確
認

規
程

に
変

更
後

の
令

和
3
年

4
～

1
1
月

の
措

置
状

況
は

、
全

部
廃

棄
措

置
が

最
大

0
.
4
0
%
、

一
部

廃
棄

措
置

は
こ

の
範

囲
内

で
あ

っ
た

。
・

H
施

設
を

除
く

認
定

小
規

模
施

設
の

H
2
0
～

R
2
の

確
認

規
程

に
よ

る
全

部
廃

棄
措

置
は

0
.
7
3
～

1
.
6
8
％

、
一

部
廃

棄
措

置
は

0
.
2
3
～

3
.
1
0
％

だ
が

、
確

認
規

程
に

変
更

さ
れ

た
H
施

設
の

令
和

3
年

度
の

措
置

状
況

は
、

全
部

廃
棄

は
著

し
く

低
率

で
、

一
部

廃
棄

は
こ

の
範

囲
に

収
ま

っ
て

い
た

。

異 常 の 有 無 の 確 認 措 置

体
表

の
状

況

内
臓

の
状

況

 
廃

棄
羽

数
 
の

 
合

 
計

異 常 の 有 無 の 確 認 措 置

体
表

の
状

況

内
臓

の
状

況

 
廃

棄
羽

数
 
の

 
合

 
計
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